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前　年　度 令和４年度 比　較　増
予　算　額 予算額（案） △　減　額

千円 千円 千円

35,383,872 35,480,014 96,142 

19,414,510 20,744,513 1,330,003

（１）Sport in Life推進プロジェクト
　　（スポーツ参画人口の拡大方策）

250,000 ( )

（２）地域スポーツ連携・協働再構築推進プロジェクト【新規】 28,512 ( )

（３）誰もが気軽にスポーツに親しめる場づくり総合推進事業
　

60,000 ( )

（４）アスリートに対するキャリア形成支援の推進 ※２ 69,335 ( )

（１）障害者スポーツ推進プロジェクト【拡充】 164,821 ( )

（２）運動・スポーツ習慣化促進事業【拡充】 272,446 ( )

（３）女性アスリートの育成・支援プロジェクト【拡充】 200,000 ( )

（１）幼児期からの運動習慣形成プロジェクト【新規】 65,807 ( )

（２）令和の日本型学校体育構築支援事業【拡充・新規】 233,821 ( )

（３）子供のスポーツ機会確保・充実に向けた運動部活動
    改革の加速化【拡充・新規】

1,442,929 ( )

（１） スポーツによる地域活性化・まちづくりコンテンツ創出等
　　総合推進事業

200,000 ( )

（２）スポーツによる地域活性化・まちづくり担い手育成総合
　　支援事業【拡充】

198,000 ( )

（３）感動する大学スポーツ総合支援事業【新規】 196,998 ( )

（４）体育・スポーツ施設整備（学校施設環境改善交付金）
　

3,603,971 ( )

281,657 340,000 58,343

（１） スポーツ×テクノロジー活用推進事業【新規】 180,000 ( )

（２）スポーツオープンイノベーション推進事業 128,000 ( )

（３）スタジアム・アリーナ改革推進事業 30,000 ( )

265,285

　～スポーツを活用した地方創生～

280,889

164,927

-

4,004,412

-

69,298

２．デジタル技術を駆使した新たなスポーツの価値の創出、スポーツ産業の成長促進

130,000

54,000

　～スポーツを通じた共生社会・健康増進の推進～

190,000

195,884

213,360

　～子供の体力向上及び持続可能な運動部活動の推進～

117,574

-

令和４年度予算（案）主要事項

事　項 事　　　　　項

スポーツ立国の実現を目指
したスポーツの振興

１．Sport in Life の実現に向けたスポーツ環境整備の促進・地方創生

　～スポーツ参画人口の拡大に向けた地域スポーツ環境の整備～

-

60,000

315,853

ス ポ ー ツ 立 国 の 実 現ス ポ ー ツ 立 国 の 実 現
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15,687,705 14,395,501 △ 1,292,204

（１） 競技力向上事業 10,010,000 ( )

（２） 競技団体の組織基盤強化支援事業【新規】 308,190 ( )

（３）ナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点
　　機能強化事業【拡充】

982,934 ( )

（４）先端的スポーツ医科学研究推進事業【新規】 150,308 ( )

（５） ドーピング防止活動推進事業 305,097 ( )

（６）ポストスポーツ・フォー・トゥモロー推進事業【新規】 178,230 ( )

35,383,872 35,480,014 96,142

※１　事項は主要なもののみを計上しているため、合計と一致しない。
※２　他部局計上分を含む。

合　　　計

963,541

-

305,097

-

10,321,673

-

３．2020年東京大会のレガシーを継承した持続可能な競技力向上体制の確立
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スポーツ立 国 の実 現 を目 指 したスポーツの振 興 

 

（前 年 度 予 算 額  35,383,872千円） 

令和４年度予算額（案）   35,480,014千円   

 

 [事業要旨] 

全ての人々がスポーツを「する」、「みる」、「ささえる」機会を確保するととも

に、国民に誇りと喜び、夢と感動を与えてくれるトップアスリートの育成・強化、ス

ポーツを通じた地域や経済の活性化、国際貢献などを推進し、国民の成熟した文化と

してスポーツを一層根付かせ人々がスポーツの力で輝き、前向きで活力ある社会と絆

の強い世界を創る。 

 

【 Sport in Life の実現に向けたスポーツ環境整備の促進・地方創生】 

 

 ～スポーツ参画人口の拡大に向けた地域スポーツ環境の整備～ 

 

 [事業内容] 

（  315,853千円） 

（１）Sport in Life 推進プロジェクト             250,000千円 

(スポーツ参画人口の拡大方策) 

スポーツ振興に積極的に取り組む関係団体（関係省庁、地方自治体、スポーツ

団体、経済団体等）でコンソーシアムを構成し、加盟団体の自主的な連携による

活動を促進させる仕掛けを施し、スポーツ実施者の増加に向けた推進力、相乗効

果を創出する。 

【民間団体へ委託】 

 

                                                               

（２）地域スポーツ連携・協働再構築推進プロジェクト【新規】    28,512千円 

市町村・地域レベルで行政と関係者（学校、スポーツ団体、民間企業等）が連

携体制を構築し、地域住民が主体的・継続的にスポーツ活動を行い、体力や健康

の保持増進をはじめ、関係者を繋ぐコーディネーター等の活用、埋もれている多

彩な指導者の発掘、大学や企業と連携した継続して実施できるスポーツイベント

の実施等、地域コミュニティの活性化に繋がる取組を推進する。 

【地方自治体へ委託】 

 

（    60,000千円） 

（３）誰もが気軽にスポーツに親しめる場づくり総合推進事業     60,000千円 

持続可能な地域におけるスポーツ環境を確保・充実していくため、公立スポー

ツ施設だけでなく、学校体育施設・民間スポーツ施設など既存ストックのフル活

用、スポーツ施設のユニバーサルデザイン化の推進等を総合的に実施し、誰もが

気軽にスポーツに親しめる場づくりを推進する。 

【地方自治体、民間団体へ委託】 
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（    69,298千円） 

（４）アスリートに対するキャリア形成支援の推進         69,335千円 

アスリートが生涯にわたりその有する能力を幅広く社会に生かすことができる

よう、社会の各分野で活躍できる知識及び技能の習得に対する支援並びに活躍で

きる環境整備の促進を行う（スポーツキャリアサポートコンソーシアムの運営、

アスリートの学校参画モデルの創出）。※他部局計上分を含む 

【民間団体へ委託】 
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ス
ポ
ー
ツを
通
じた
健
康
で
活
力
あ
る
社
会
の
実
現

①
国
民
全
体
が
心
身
とも
に
健
康
で
活
き活
きと
過

ご
せ
る
社
会
の
実
現
及
び
②
将
来
的
な
健
康
寿
命
の

延
伸
に
繋
が
り、
国
民
医
療
費
が
抑
制
され
る
社
会

の
実
現
に
つ
な
が
る

●
コン
ソー
シ
アム
の
加
盟
団
体
数
が
増
加
す
る

●
Sp
or
ti
n
Li
fe
の
認
知
度
が
向
上
す
る

●
コン
ソー
シ
アム
加
盟
団
体
に
より
提
供
され
る
ス
ポ
ー
ツ機

会
及
び
参
加
者
数
が
増
加
す
る

●
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ実
施
率
が
向
上
す
る
（
長
期
ｱｳ
ﾄｶ
ﾑ）

Sp
or

t 
in

 L
ife

推
進

プ
ロ

ジ
ェク

ト

○
一
人
で
も
多
くの
人
が
ス
ポ
ー
ツに
親
しみ
、生
活
の
中
に
ス
ポ
ー
ツが
取
り込
まれ
て
い
る
「S
po
rt
in
Li
fe
」の
実
現

に
向
け
て
は
、東
京
オ
リパ
ラ後
も
継
続
して
地
方
自
治
体
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、経
済
団
体
、企
業
等
の
関
係
団
体
と

連
携
し、
国
民
に
多
様
な
形
で
ス
ポ
ー
ツの
機
会
を提
供
す
る
こと
が
必
要
で
あ
る
。

○
そ
の
た
め
に
は
、本
プ
ロジ
ェク
ト自
体
の
認
知
度
の
向
上
や
、情
報
交
流
、優
良
事
例
の
表
彰
等
に
よ
りプ
ロジ
ェク
ト

参
加
の
メリ
ット
を創
出
し、
コン
ソー
シ
アム
加
盟
団
体
の
更
な
る
拡
大
と、
連
携
の
促
進
を図
る
必
要
が
あ
る
。

○
ま
た
、こ
の
一
年
間
に
一
度
も
運
動
・ス
ポ
ー
ツは
しな
か
った
者
（
全
体
の
18
.2
％
）
で
も
、そ
の
うち
の
約
5割
は
ス

ポ
ー
ツに
よ
る
「健
康
・体
力
の
保
持
増
進
価
値
」を
認
識
して
い
る
と回
答
して
い
る
た
め
、国
民
へ
の
ス
ポ
ー
ツ人
口
拡

大
に
向
け
て
は
「健
康
の
た
め
」以
外
の
価
値
（
楽
しさ
、爽
快
感
等
）
を訴
求
す
る
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

背
景

・課
題

国
、地
方
自
治
体
、ス
ポ
ー
ツ団
体
、企
業
等
の
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ振
興
に
積
極
的
に
取
り組
む
関

係
団
体
で
構
成
す
る
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
設
置
し、
加
盟
団
体
の
自
主
的
な
連
携
に
よ
る
活
動
を
促

進
させ
る
仕
掛
け
を
施
し、
ス
ポ
ー
ツ実
施
者
の
増
加
に
向
け
た
推
進
力
、相
乗
効
果
を創
出
す
る
。

○
コン

ソ
ー

シ
ア

ム
の

運
営

及
び

加
盟

拡
大

・連
携

促
進

HP
等
に
よる
情
報
発
信
や
広
報
ツー
ル
作
成
、優
良
事
例
の
表
彰
、交
流
機
会
の
提
供
等

●
コン
ソー
シ
アム
総
会
、交
流
会
等
の
開
催

●
HP
や
SN
S、
報
道
媒
体
等
を活
用
した
情
報
発
信

●
コン
ソー
シ
アム
加
盟
団
体
好
事
例
の
表
彰
、紹
介

●
取
組
モデ
ル
の
実
施

ア
ウ

トプ
ット

（
活

動
目

標
）

ア
ウ

トカ
ム

（
成

果
目

標
）

イ
ン

パ
ク

ト（
国

民
・社

会
へ

の
影

響
）

SI
L加
盟
団
体
へ
の
意
識
調
査
（
令
和
２
年
度
）

事
業

内
容

○
Sp

or
t

in
Li

fe
ム

ー
ブ

メ
ン

トの
創

出
「ス
ポ
ー
ツの
日
」を
中
心
とし
た
キ
ャン
ペ
ー
ン、
機
運
醸
成
の
た
め
の
プ
ロモ
ー
シ
ョン
活
動
等

○
ス

ポ
ー

ツ
人

口
拡

大
に

向
け

た
取

組
モ

デ
ル

創
出

事
業

ター
ゲ
ット
横
断
的
な
参
加
可
能
な
ス
ポ
ー
ツモ
デ
ル
や
、実
施
意
欲
等
に
応
じた
ア
プ
ロー
チ
の
検
証

○
安

全
な

ス
ポ

ー
ツ

活
動

支
援

な
どス

ポ
ー

ツ
に

関
す

る
情

報
提

供
の

仕
組

み
づ

くり
ス
ポ
ー
ツ関
連
団
体
（
クラ
ブ
運
営
者
、施
設
管
理
者
等
）
も
安
全
対
策
に
活
用
で
き
る情
報
等
を
提
供

令
和
4年
度
予
算
額
（
案
）

25
0,
00
0千
円

（
前
年
度
予
算
額

31
5,
85
3千
円
）

○
ス

ポ
ー

ツ
実

施
率

の
向

上
に

向
け

た
総

合
研

究
事

業
大
学
・研
究
機
関
等
と連
携
した
ス
ポ
ー
ツ実
施
率
向
上
に
資
す
る
た
め
の
研
究
事
業（
令
和
２
年
度
よ
り実
施
）
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○
ス
ポ
ー
ツを
通
じた
地
域
コミ
ュニ
テ
ィの
活
性
化

○
明
る
く豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
の
創
出

○
地
域
住
民
の
医
療
費
削
減

初
期
（
令
和
４
年
頃
）

各
団
体
の
取
り組
み
例
の
増
加

中
期
（
令
和
５
～
７
年
頃
）
地
域
住
民
が
集
まる
地
域
ス
ポ
ー
ツ拠
点
の
増
加

長
期
（
令
和
８
年
頃
）

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ人
口
が
拡
大

地
域
ス
ポ
ー
ツ
連
携
・協
働
再
構
築
推
進
プ
ロ
ジ
ェク
ト

地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ参
画
を進
め
る
た
め
に
は
、ス
ポ
ー
ツを
行
わ
な
い
最
も
大
きな
理
由
で
あ
る
「時
間
が
な
い
」、
「面
倒
くさ
い
」を
解
決
す
る
こと
が
近
道
で
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
、自
宅
の
近
くで
、

手
軽
に
ス
ポ
ー
ツを
楽
しめ
る
よう
な
環
境
整
備
が
望
まれ
る
。ま
た
、一
つ
ひ
とつ
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ関
係
団
体
の
基
盤
は
脆
弱
で
あ
り、
さら
に
、近
年
は
一
人
で
楽
しむ
タイ
プの
ス
ポ
ー
ツの
愛
好
者
が
多

くな
って
い
る
こと
に
加
え
、コ
ロナ
禍
の
「社
会
的
距
離
」の
確
保
が
こう
した
流
れ
を加
速
して
お
り、
ス
ポ
ー
ツを
通
じた
地
域
コミ
ュニ
テ
ィの
維
持
は
喫
緊
の
課
題
に
な
って
い
る
。

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ活
動
は
、住
民
の
体
力
や
健
康
の
保
持
増
進
だ
け
で
な
く、
地
域
コミ
ュニ
テ
ィの
維
持
に
も
重
要
な
役
割
を果
た
して
お
り、
これ
らの
課
題
を解
決
す
る
た
め
に
、市
町
村
・地
域
レ

ベ
ル
で
行
政
と関
係
者
（
学
校
、ス
ポ
ー
ツ、
団
体
、民
間
企
業
等
）
が
連
携
体
制
を構
築
し、
以
下
の
取
組
等
に
より
、地
域
住
民
が
、自
走
可
能
な
も
の
に
して
い
け
る
よう
に
実
証
事
業
で
支
援

す
る
こと
とす
る
。

【実
施
例
】

・市
町
村
・地
域
に
お
い
て
関
係
者
（
行
政
、学
校
）
、ス
ポ
ー
ツ関
係
団
体
、民
間
企
業
等
が
連
携
体
制
を構
築
。

・関
係
者
を繋
ぐコ
ー
デ
ィネ
ー
ター
等
を活
用
し、
優
秀
な
指
導
者
を地
域
や
クラ
ブの
枠
を超
え
て
活
用
す
る
等
それ
ぞ
れ
の
ス
ポ
ー
ツ団
体
や
民
間
企
業
等
の
強
み
を生
か
した
活
動
の
展
開
。

・埋
も
れ
て
い
る
多
彩
な
指
導
者
の
発
掘
に
よる
地
域
ス
ポ
ー
ツ推
進
体
制
の
強
化
。
・地
域
住
民
が
集
まり
や
す
く、
気
軽
に
活
動
で
きる
地
域
ス
ポ
ー
ツ拠
点
の
創
出
。

・大
学
や
企
業
と連
携
した
継
続
して
実
施
で
きる
ス
ポ
ー
ツイ
ベ
ント
の
実
施

等

背
景
・課
題

●
各
関
係
団
体
の
連
携
した
取
り組
み
の
増
加

●
ス
ポ
ー
ツ活
動
に
参
加
す
る
住
民
の
増
加

●
多
彩
な
ス
ポ
ー
ツ活
動
の
展
開

●
イン
クル
ー
シ
ブな
ス
ポ
ー
ツ活
動
の
展
開

件
数
・単
価
：
3箇
所
×
約
95
0万
円
（
３
年
間
継
続
)

費
目
謝
金
、旅
費
、貸
借
料
、消
耗
品
、会
議
費
等

ア
ウ
トプ
ット
（
活
動
目
標
）

ア
ウ
トカ
ム
（
成
果
目
標
）

イ
ン
パ
ク
ト（
国
民
・社
会
へ
の
影
響
）

事
業
内
容

令
和
4年
度
予
算
額
（
案
）

28
,5
12
千
円

（
新

規
）

●
既
存
公
共
施
設
等
を
活
用
した
地
域
に
根
差
した
ス
ポ
ー

ツ
環
境
の
創
出

・住
民
が
気
軽
に
集
ま
る
こと
の
で
き
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点
創

出
の
推
進
等
、地
域
に
根
ざ
した
ス
ポ
ー
ツ環
境
を
創
出
す
る
。

●
既
存
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生

か
した
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
展
開

・関
係
者
を
繋
ぐコ
ー
デ
ィネ
ー
ター
等
を
活
用
し、
優
秀
な
指
導
者

を
地
域
や
クラ
ブ
の
枠
を
越
え
て
活
用
す
る
仕
組
み
の
構
築
を
目
指

す
等
、そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
民
間
企
業
等
の
強
み
を
生
か

した
ス
ポ
ー
ツ活
動
を
展
開
す
る
。

●
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
に
お
け
る
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
取
り組
み

・周
辺
の
大
学
や
、企
業
等
の
協
力
を
得
つ
つ
、ス
ポ
ー
ツ
が
「好
き
」

「得
意
」で
は
な
い
住
民
や
障
害
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
進
め
る
。ま
た
、

住
民
を
対
象
とし
た
地
域
が
一
つ
に
な
って
楽
しめ
る
継
続
して
実
施
で

き
る
イベ
ン
トの
開
催
等
、イ
ン
クル
ー
シ
ブ
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
展
開
す

る
。

●
多
様
な
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
多
様
な
指
導
者

の
発
掘
・創
出

・企
業
内
の
元
ア
ス
リー
ト（
国
体
経
験
者
等
）
、教
員
以
外
の
教

員
免
許
保
持
者
、特
別
支
援
学
校
教
員
経
験
者
等
、地
域
に
は

多
彩
な
指
導
者
が
埋
も
れ
て
い
る
こと
か
ら、
これ
らを
発
掘
し、
そ
の

協
力
を
得
て
地
域
ス
ポ
ー
ツ推
進
体
制
を
強
化
す
る
。

行
政

ま
ち
づ
くり
団
体

中
学
校

PT
A

同
一
中
学

校
O
B/
O
G

老
人
ク
ラ
ブ

自
治
会

障
害
者
団
体

ボ
ラ
ン
テ
ィア

団
体

商
工
会

社
会
福
祉

協
議
会

公 民 館

町
内
会

商
店
街
組
合

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じた
「地
域
コミ
ュニ
テ
ィ」
の
活
性
化
の
た
め
、

市
町
村
・地
域
に
お
い
て
関
係
者
(行
政
、学
校
）
､ス
ポ
ー
ツ

関
係
団
体
､民
間
企
業
等
が
連
携
体
制
を
構
築

消
防
団

学
校

総
合
型

ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ

少
年
団

地
域

ク
ラ
ブ

民
間

ク
ラ
ブ

企
業

各
関
係
団
体
の
強
み

を
生
か
した
総
合
的
な

取
り組
み
の
実
施

住
民
の
絆
や
思
い
や
りの

あ
る
地
域
社
会
の
実
現

地
域
競

技
団
体

大
学
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避
難
所
等
とな
る
ス
ポ
ー
ツ施
設
の
耐
震

化
・長
寿
命
化
対
策
の
推
進

ス
ポ
ー
ツ施
設
の
老
朽
化
等
に
伴
う事
故
の

防
止
対
策
の
徹
底

ハ
ー
ド
・ソ
フト
両
面
で
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
化
の
推
進

民
間
の
資
金
・ノ
ウハ
ウも
活
用
した
ス
ポ
ー

ツ施
設
の
魅
力
向
上
の
促
進

放
課
後
や
休
日
の
学
校
体
育
施
設
の
有

効
活
用
の
推
進

民
間
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
公
共
的
活
用

公
園
等
の
オ
ー
プ
ンス
ペ
ー
ス
の
活
用

デ
ジ
タル
技
術
や
デ
ー
タ活
用
に
よ
る
新
しい

ス
ポ
ー
ツの
楽
しみ
方
の
推
進

ス
ポ
ー
ツの
場
、イ
ベ
ント
等
の
情
報
に
関
す

る
ス
ポ
ー
ツポ
ー
タル
サ
イト
の
開
設

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ施
設
の
老
朽
化
、財
政
の
制
約
、人
口
減
少
・高
齢
化
に
よ
る
住
民
ニー
ズ
の
変
化
等
が
あ
る
中
、持
続

可
能
な
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ環
境
を
確
保
・充
実
して
い
くた
め
、公
立
ス
ポ
ー
ツ施
設
だ
け
で
な
く、
学
校
体
育
施
設
・

民
間
ス
ポ
ー
ツ施
設
な
ど既
存
ス
トッ
ク
の
フル
活
用
、ス
ポ
ー
ツ施
設
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
の
推
進
等
を
総
合
的

に
実
施
し、
誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
しめ
る
場
づ
くり
を
推
進
す
る
。

①
学
校
体
育
施
設
の
有
効
活
用
推
進
事
業

【継
続
】

②
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

等
推
進
事
業
【新
規
】

③
民
間
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
公
共
的
活
用
推
進
事
業

【継
続
】

＜
事
業
内
容
＞

＜
ス
ポ
ー
ツ
ス
ペ
ー
ス
・ボ
ー
ダ
レ
ス
プ
ロ
ジ
ェク
ト
の
全
体
概
要
＞

ス
ポ
ー
ツの
場
に
お
け
る
D
X化

の
推
進

あ
らゆ
る
空
間
で
の
ス
ポ
ー
ツ環
境
創
出

ス
ポ
ー
ツ施
設
の
快
適
性
・利
便
性
向
上

ス
ポ
ー
ツ施
設
の
安
全
・安
心
の
確
保

●
全
体
最
適
を
踏
ま
え
た
個
別
施
設
計
画
の
内
容
充
実
、当
該
計
画
に
基
づ
く集
約
・複
合
化
等
の
推
進
●
ハ
ー
ド支
援
に
お
け
る
個
別
施
設
計
画
策
定
の
要
件
化

ス
ポ
ー
ツ施
設
の
中
長
期
的
な
計
画
の
策
定
促
進

民
間
ス
ポ
ー
ツ施
設
※
を
地
域
の
ス
ポ
ー
ツの
場
とし
て

公
共
的
活
用
す
る
方
策
を
検
討
す
る
た
め
、実
態
調

査
や
モ
デ
ル
事
業
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィを
実
施
す
る
。

＜
公
共
的
活
用
の
イ
メ
ー
ジ
＞

「学
校
体
育
施
設
の
有
効
活
用
に
関
す
る
手
引
き
」を

踏
まえ
、モ
デ
ル
とな
る
先
進
事
例
の
形
成
を
行
い
、

学
校
体
育
施
設
を地
域
の
ス
ポ
ー
ツの
場
とし
て
有
効

活
用
す
る
取
組
を推
進
す
る
。

年
齢
や
性
別
、能
力
等
に
関
係
な
く施
設
を利
用
しや

す
くす
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イン
化
を推
進
す
る
た
め
、

ハ
ー
ド・
ソ
フト
両
面
に
お
い
て
配
慮
す
べ
き
事
項
や
取

組
事
例
を収
集
整
理
し、
ガ
イ
ドブ
ック
に
取
りま
とめ

る
とと
も
に
、セ
ミナ
ー
等
に
よ
る
普
及
啓
発
を
行
い
、現

場
で
の
対
策
を
促
進
す
る
。

＜
モ
デ
ル
事
業
の
イ
メ
ー
ジ
＞

・一
定
の
収
益
活
動
の
導
入
と収
益
還
元
に
よ
る
事
業
の
持
続
性
向
上

・デ
ジ
タル
技
術
の
活
用
に
よ
る
利
便
性
向
上
、学
校
等
の
負
担
軽
減

・体
育
館
・校
庭
に
加
え
、プ
ー
ル
・テ
ニス
コー
ト・
武
道
館
の
開
放
促
進

学
校

体
育
施
設

民
間

事
業
者

ス
ポ
ー
ツ教
室
等
に
よ
る
収
益

収
益
還
元
に
よる
利
便
性
向
上

学
校
、教
師
等
の
負
担
軽
減

民
間

ス
ポ
ー
ツ

施
設

地
域

住
民

一
般
開
放

施
設
利
用
、料
金
収
入

地
方

自
治
体

情
報
登
録

情
報
提
供

支
援

※
個
人
所
有
の
町
道
場
や
球
技
場
、企
業
所
有
の
福
利
厚
生
施
設
を想
定

誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
しめ
る
場
づ
くり
総
合
推
進
事
業

令
和
4年
度
予
算
額
（
案
）

60
,0
00
千
円

（
前
年
度
予
算
額

60
,0
00
千
円
)

障
害
者

女
性

高
齢
者

子
供

＜
取
組
事
例
の
イ
メ
ー
ジ
＞

・ハ
ー
ド面
の
更
新
・改
修
（
更
衣
室
、授
乳
室
、観
客
席
等
）

・ソ
フト
面
の
施
設
管
理
者
の
対
応
（
障
害
者
ス
ポ
ー
ツの
支
援
等
）

※
赤
字
は
、本
予
算
関
係
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ア
ス
リー
ト
に
対
す
る
キ
ャリ
ア
形
成
支
援
の
推
進

背
景

課
題
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

背 景
・

課
題

事
業
内
容

○
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャリ
ア
サ
ポ
ー
ト支
援
事
業

55
,3
88
千
円
（
55
,3
88
千
円
）

ス
ポ
ー
ツ振
興
の
担
い
手
で
あ
る
アス
リー
ト、
ス
ポ
ー
ツ人
材
（
指
導
者
、審
判
員
等
）
の
活
躍
を後
押
しす
る
た
め
、ア
ス
リー
トの
キ
ャリ
ア形
成
を関
係
団
体
・企
業
等
が
連
携
して

サ
ポ
ー
トす
る
体
制
を構
築
す
る
とと
も
に
、我
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ人
材
の
育
成
、確
保
等
に
係
る
課
題
の
解
決
に
向
け
た
戦
略
を立
案
す
る
。

■
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャリ
ア
サ
ポ
ー
トコ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
運
営

■
各
統
括
団
体
・中
央
競
技
団
体
・海
外
事
例
を
対
象
とし
た
ア
ス
リー
トの
キ
ャリ
ア
形
成
に
関
す
る
実
態
調
査

●
ス
ポ
ー
ツ関
係
団
体
と民
間
企
業
等
とが
共
に
参
画
す
る
、「
ス
ポ
ー
ツキ
ャリ
アサ
ポ
ー
トコ
ンソ
ー
シ
アム
」を
運
営
。

●
アス
リー
トの
デ
ュア
ル
キ
ャリ
ア形
成
を構
成
員
の
連
携
・協
働
を通
じて
効
果
的
に
支
援
す
る
プロ
ジ
ェク
トの
実
施
や
、

現
役
アス
リー
トが
所
属
す
る
クラ
ブチ
ー
ム
・競
技
団
体
・学
校
等
に
お
い
て
、ア
ス
リー
トに
対
し、
デ
ュア
ル
キ
ャリ
ア形
成

支
援
プロ
グ
ラム
や
キ
ャリ
アに
関
す
る
情
報
提
供
を行
う「
アス
リー
トキ
ャリ
アコ
ー
デ
ィネ
ー
ター
」を
育
成
す
る
。

●
所
属
アス
リー
トの
キ
ャリ
ア支
援
に
取
り組
ん
だ
こと
の
な
い
団
体
に
お
い
て
、ア
ス
リー
トキ
ャリ
アコ
ー
デ
ィネ
ー
ター
を中
心

に
キ
ャリ
ア支
援
を初
め
て
実
践
す
る
際
の
モデ
ル
を構
築
す
る
。

●
アス
リー
トの
キ
ャリ
ア形
成
の
全
体
像
や
引
退
後
の
アス
リー
トが
抱
え
る
セ
カン
ドキ
ャリ
ア形
成
上
の
課
題
を明
らか
に
し、

アス
リー
トの
キ
ャリ
ア形
成
お
よび
人
材
活
用
に
資
す
る
実
態
調
査
研
究
を行
う。

ア
ス
リー
トが
生
涯
に
わ
た
りそ
の
有
す
る
能
力
を
幅
広
く社
会
に
生
か
す
こと
が
で
き
る
よ
う、
社
会
の
各
分
野
で
活
躍
で
き
る
知
識
及
び
技
能
の
習
得
に

対
す
る
支
援
並
び
に
活
躍
で
きる
環
境
整
備
の
促
進
を行
う。

事
業
内
容

○
学
校
現
場
と外
部
人
材
を
つ
な
ぐ在
り方
研
究
事
業

13
,9
47
千
円
（
13
,9
10
千
円
）

多
様
な
経
験
を有
す
る
アス
リー
ト人
材
が
学
校
現
場
に
円
滑
に
参
画
し、
専
門
的
な
知
識
・経
験
を活
か
せ
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、学
校
現
場
とア
ス
リー
ト人
材
をつ
な
ぐ

仕
組
み
づ
くり
の
検
討
を行
う。

■
学
校
現
場
と多
様
な
経
験
や
背
景
を
持
つ
ア
ス
リー
ト人
材
を
つ
な
ぐ在
り方
研
究
事
業
（
分
野
に
特
化
した
全
国
的
な
仕
組
み
の
検
討
）

●
オ
リン
ピア
ン
・パ
ラリ
ンピ
アン
等
の
アス
リー
トを
活
用
し、
ニー
ズ
の
高
い
分
野
の
人
材
に
特
化
した

全
国
的
な
マッ
チ
ング
の
在
り方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

●
具
体
的
に
は
、①
受
入
先
の
学
校
や
多
様
な
経
験
や
背
景
を持
つ
人
材
の
掘
り起
こし
、
②
採

用
（
マッ
チ
ング
）
、
③
学
校
現
場
へ
参
画
す
る
際
に
必
要
な
研
修
・講
習
の
開
発
及
び
実
施
、

④
採
用
後
の
サ
ポ
ー
ト等
を含
め
一
体
的
に
支
援
す
る
事
例
を創
出
しつ
つ
、全
国
的
な
仕
組
み

の
在
り方
の
検
討
を行
う。

●
件
数
・単
価
：
１
箇
所
×
約
1,
40
0万
円
（
予
定
）

令
和
4年
度
予
算
額
(案
)

69
,3
35
千
円

（
前
年
度
予
算
額

69
,2
98
千
円
）
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～スポーツを通じた共生社会・健康増進の推進～ 

 

 [事業内容] 

 

（   117,574千円） 

（１）障害者スポーツ推進プロジェクト【拡充】          164,821千円 

障害者スポーツの振興のために必要な基礎的データ等の収集、障害者が身近な

場所でスポーツを実施できる環境の整備等に向けたモデルの創出、特別支援学校

における運動・スポーツ活動の促進等により、障害者が生涯にわたってスポーツ

を実施するための基盤を整備する。 

【地方自治体、民間団体へ委託】 

 

（   190,000千円） 

（２）運動・スポーツ習慣化促進事業【拡充】               272,446千円 

運動・スポーツの無関心層や、何らかの制限や配慮が必要な方々（有疾患者や

高齢者等）、要介護状態からの改善者や障害のある方々を含め、多くの住民が運

動・スポーツに興味・関心を持ち、その習慣化を図るため、地域の楽しく安全な

スポーツを通じた健康増進に資する取組を支援する。 

【地方自治体へ補助】 

 

（   195,884千円） 

（３）女性アスリートの育成・支援プロジェクト【拡充】       200,000千円 

ジュニア層を含む女性アスリートが健康にハイパフォーマンススポーツを継続

できる環境を整備するために、女性が抱える健康課題等を解決するための実践プ

ログラムや、医・科学サポート等を活用した支援プログラムなどを実施する。ま

た、女性の視点とアスリートとしての高い技術・経験を兼ね備えた女性エリート

コーチを育成するプログラムを実施する。 

【民間団体へ委託】 
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事
業
内
容

障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ実
施
に
特
有
の
障
壁

の
解
消
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
体
制
の
整
備
、

障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
増
加
等
が

図
られ
、最
終
的
に
、障
害
の
有
無
に
か

か
わ
らず
、誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

しみ
親
しむ
こと
が
で
き
る
社
会
を
実
現
す

る
。

初
期
（
令
和
４
年
頃
）

障
害
者
ス
ポ
ー
ツの
振
興
に
効
果
的
な
事
業
モデ
ル
を得
る
。

中
期
（
令
和
６
年
頃
）

事
業
モデ
ル
の
横
展
開
等
に
より
、「
（
ス
ポ
ー
ツに
つ
い
て
）
十

分
活
動
で
きて
い
る
」と
回
答
す
る
者
が
増
加
す
る
。

長
期
（
令
和
８
年
頃
）

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
振
興
体
制
の
整
備
と相
まっ
て
、障

害
者
の
ス
ポ
ー
ツ実
施
状
況
が
改
善
す
る
。

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
推
進
プ
ロ
ジ
ェク
ト

背
景
・課
題

障
害
者
が
生
涯
に
わ
た
って
ス
ポ
ー
ツを
実
施
す
る
た
め
の
基
盤
を整
備
す
る
観
点
か
ら、
身
近
な
場
所
で
ス
ポ
ー
ツ
を
実
施
で
き
る
環

境
の
整
備
等
の
た
め
、以
下
の
事
業
を実
施
す
る
。（
平
成
30
年
度
か
ら実
施
）

ス
ポ
ー
ツ
実
施
状
況
・阻
害
要
因
等
の
把
握
、振
興
ツ
ー
ル
創
出
等
の
た
め
の
調
査
研
究
事
業
【委
託
先
：
法
人
格
を
有
す
る
団
体
】

障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ実
施
状
況
、阻
害
要
因
等
の
把
握
分
析

障
害
者
ス
ポ
ー
ツの
指
導
・普
及
等
の
た
め
の
競
技
別
マニ
ュア
ル
等
の
作
成

自
閉
症
を含
む
発
達
障
害
等
の
実
態
把
握
が
十
分
で
な
い
障
害
種
に
関
す
る
調
査
研
究
【新
規
】

①
実
施
率
調
査
に
お
い
て
は
、7
,0
00
人
程
度
か
ら

の
回
答
に
よる
定
量
デ
ー
タを
得
る
。

②
モ
デ
ル
創
出
事
業
に
お
い
て
は
、1
9地
域
・施
設

に
お
い
て
モデ
ル
構
築
を行
う。

③
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
運
動
・ス
ポ
ー
ツ活
動

促
進
等
事
業
に
お
い
て
は
、8
都
道
府
県
に
お
い

て
実
施
す
る
。

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
実
施
環
境
の
整
備
等
に
向
け
た
モ
デ
ル
創
出
事
業
【委
託
先
：
都
道
府
県
、市
町
村
又
は
法
人
格
を
有
す
る
団
体
】

福
祉
・教
育
・競
技
団
体
等
との
連
携
を中
核
的
に
担
うコ
ー
デ
ィネ
ー
ター
の
配
置
（
振
興
体
制
の
整
備
）
【拡
充
】

地
域
の
課
題
に
対
応
した
障
害
者
に
対
す
る
ス
ポ
ー
ツの
振
興
、実
施
環
境
の
整
備
（
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
環
境
、支
え
る
体
制
の
整
備
）

［
メニ
ュー
：
①
機
会
創
出
・普
及
強
化
、②
理
解
促
進
、③
教
員
研
修
、④
ボ
ラン
テ
ィア
育
成
、⑤
IC
T活
用
］

地
域
内
の
障
害
者
ス
ポ
ー
ツの
提
供
体
制
の
整
備
に
向
け
た
、総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツク
ラブ
等
に
お
け
る
障
害
者
ス
ポ
ー
ツメ
ニ
ュー
の
新

設
等
に
係
る
支
援
（
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
環
境
の
整
備
）
【拡
充
】

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ用
具
の
活
用
普
及
拠
点
の
整
備
（
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
場
所
の
整
備
）

ア
ウ
トプ
ット
（
活
動
目
標
）

ア
ウ
トカ
ム
（
成
果
目
標
）

イ
ン
パ
ク
ト（
国
民
・社
会
へ
の
影
響
）

令
和
4年
度
予
算
額
（
案
）

16
4,
82
1千
円

（
前
年
度
予
算
額

11
7,
57
4千
円
）

特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
運
動
・ス
ポ
ー
ツ
活
動
促
進
等
事
業
【委
託
先
：
特
別
支
援
学
校
設
置
者
又
は
法
人
格
を
有
す
る
団
体
】

特
別
支
援
学
校
の
在
校
生
や
卒
業
生
を対
象
とし
た
、特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
運
動
・ス
ポ
ー
ツ活
動
の
促
進

複
数
の
特
別
支
援
学
校
が
参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ大
会
の
開
催
及
び
運
営
組
織
の
設
置
等
【拡
充
】

障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ実
施
状
況
が
低
調
で
あ
る
とと
も
に
、成
人
一
般
に
比
べ
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ実
施
状
況
の
改
善
が
進
まな
い
状
況

に
あ
る
こと
か
ら、
障
害
者
特
有
の
ス
ポ
ー
ツ
の
実
施
に
係
る
障
壁
の
解
消
と、
ス
ポ
ー
ツ施
策
の
実
施
体
制
上
の
課
題
の
解
消
を
図
る

こと
が
必
要
。

31
.5
%

29
.6
%

30
.4
%
27
.9
%

19
.2
%

20
.8
%

25
.3
%

24
.9
%

40
.4
%
42
.5
%
51
.5
%
55
.1
%53
.6
%
59
.9
%

0%10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

20
15
年

20
17
年

20
19
年
20
20
年

障
害
者
・7
～
19
歳

障
害
者
・成
人

一
般
・成
人

（
出
典
）
令
和
2年
度
「ス
ポ
ー
ツの
実
施
状
況
等
に
関
す
る
世
論
調

査
」及
び
「障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ参
加
促
進
に
関
す
る
調
査
研
究
」

ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
推
移
（
週
1日
以
上
）

調
査
研
究

実
施
事
例
（
モ
デ
ル
）
の
収
集

事
業
実
施
結
果
等

の
提
供
等

国

・ス
ポ
ー
ツ関
係
者
と障
害
福
祉
関
係

者
が
連
携
・協
働
体
制
を
構
築

・各
地
域
の
課
題
に
対
応
した
取
組
を

推
進

・身
近
な
場
所
で
ス
ポ
ー
ツを
実
施
で
き

る
環
境
を
整
備

等

地 方 公 共 団 体 等
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運
動
・ス
ポ
ー
ツ
習
慣
化
促
進
事
業

令
和
4年
度
予
算
額
（
案
）

27
2,
44
6千
円

（
前
年
度
予
算
額

19
0,
00
0千
円
）

事
業
概
要

地
域
の
実
情
に
応
じて
地
方
公
共
団
体
が
行
う、
多
くの
住
民
が
安
心
して
、安
全
か
つ
効
果
的
な
健
康
づ
くり
の
た
め
の
楽
しい
運
動
・ス
ポ
ー
ツ
を
習
慣
的
に

実
施
す
る
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じた
健
康
増
進
に
資
す
る
取
組
を
支
援
す
る
。【
都
道
府
県
・市
町
村
に
対
す
る
補
助
事
業
（
定
額
）
】（
平
成
27
年
度
よ
り実
施
）

追
加
実
施
事
項
【選
択
事
項
】

以
下
の
取
組
①
～
③
に
つ
い
て
は
、推
奨
事
項
とし
、

実
施
す
る
場
合
に
審
査
の
加
点
要
素
とす
る
。

目
標
とす
る
成
果

【事
業
実
施
中
】

受
託
者
に
お
い
て
成
果
の
評
価
を

行
う。
３
年
を
目
途
に
、将
来
的

に
補
助
金
無
く事
業
を
継
続
して

い
け
る
よう
に
す
る
。

地
方
公
共
団
体
が
、補
助
金
に
よ
る

こ
とな
く、
多
くの
住
民
が
運
動
・ス

ポ
ー
ツ
に
興
味
・関
心
を
持
ち
、そ
の

習
慣
化
を
図
る
た
め
の
取
組
を
継
続

的
に
実
施
す
る
よ
うに
な
る
。

【事
業
実
施
前
】

地
方
公
共
団
体
内
の
ス
ポ
ー
ツ実
施
率
等
の
基
本
情

報
を整
理
し、
成
果
目
標
等
を定
め
た
上
で
、事
業
実

施
の
提
案
を
行
う（
国
費
以
外
の
多
様
な
財
源
を
一

定
額
確
保
す
る
よう
に
す
る
。）
。

背
景

健
や
か
に
生
き
生
き
とし
た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、適
度
な
運
動
・ス
ポ
ー
ツ

を
行
うこ
とが
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。運
動
・ス
ポ
ー
ツ
は
生
活
習
慣
病
予

防
や
介
護
予
防
な
どに
有
効
な
だ
け
で
な
く、
有
疾
患
者
や
要
介
護
者
、障

害
者
に
お
い
て
も
、適
切
に
行
うこ
とで
病
状
の
悪
化
予
防
や
改
善
、生
活

の
質
を
維
持
・向
上
に
有
効
とな
り得
る
。

運
動
・ス
ポ
ー
ツを
す
る
際
に
何
らか
の
制
限
や
配
慮
が
必
要
な
方
々
を
含
め
、誰
も
が
身
近
な
地
域
で
安
全

か
つ
効
果
的
な
運
動
・ス
ポ
ー
ツ
を
日
常
的
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、地
域
の
体
制
整
備
が
必
要
で
あ
る
。ま

た
、地
域
に
は
い
ま
だ
に
運
動
・ス
ポ
ー
ツ
の
無
関
心
層
が
一
定
割
合
存
在
して
い
る
状
況
に
あ
り、
効
果
的

に
取
り込
む
必
要
が
あ
る
。さ
らに
、多
くの
地
方
公
共
団
体
が
この
よ
うな
取
組
を
行
え
る
よ
う、
本
事
業
の
取

組
事
例
を
積
極
的
に
共
有
す
る
こと
が
課
題
で
あ
る
。

課
題

体
制
整
備
の
取
組
【必
須
事
項
】

行
政
内
（
ス
ポ
ー
ツ主
管
課
・障
害
者
ス
ポ
ー
ツ主

管
課
、健
康
・福
祉
・介
護
予
防
主
管
課
等
）
や

域
内
の
関
係
団
体
（
大
学
、医
療
機
関
、ス
ポ
ー

ツ
団
体
、健
康
関
連
団
体
等
）
が
一
体
とな
り、

効
率
的
・効
果
的
に
取
組
を
実
施
す
る
こと
が
で
き

る
連
携
・協
働
体
制
の
整
備
を
行
う。

健
康
関
連

団
体

＋

ス
ポ
ー
ツ主
管
課

又
は

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

主
管
課

健
康
・福
祉
・介

護
予
防
主
管
課

総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツク
ラブ

民
間

事
業
者

医
療
機
関
・医
師
会

大
学

な
ど

習
慣
化
さ
せ
る
た
め
の
取
組
【必
須
事
項
】

以
下
の
取
組
①
～
⑤
の
うち
、い
ず
れ
か
一
つ
以
上
を
選
択
の
上
、実
施
す
る
。

①
医
療
と連
携
した
地
域
に
お
け
る
運
動
・ス
ポ
ー
ツの
習
慣
化
の
取
組

②
要
介
護
状
態
か
らの
改
善
者
を
含
め
た
、介
護
予
防
を
目
指
した
地
域
に
お
け
る

運
動
・ス
ポ
ー
ツ
の
習
慣
化
の
取
組

③
障
害
の
有
る人
が
、な
い
人
と一
体
とな
った
形
で
の
運
動
・ス
ポ
ー
ツの
習
慣
化
の
取
組

④
以
下
の
い
ず
れ
か
の
ター
ゲ
ット
に
係
る
主
に
ス
ポ
ー
ツ無
関
心
層
に
対
す
る
地
域
に

お
け
る
運
動
・ス
ポ
ー
ツの
実
施
・継
続
化
に
係
る
取
組

ア
．
女
性
（
妊
娠
期
・子
育
て
期
を
含
む
）

イ．
働
く世
代

ウ
．
障
害
者

⑤
新
しい
生
活
様
式
に
お
け
る
運
動
・ス
ポ
ー
ツの
習
慣
化
の
取
組

①
相
談
斡
旋
窓
口
機
能
（
地
域
住
民
の
多
様

な
健
康
状
態
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、ス
ポ
ー
ツ
や
健

康
に
関
す
る
情
報
や
ス
ポ
ー
ツ
実
施
場
所
等
を
伝

え
る
ワ
ンス
トッ
プ
窓
口
を
設
置
す
る
。）

②
官
学
連
携
（
申
請
す
る
地
方
公
共
団
体
の

地
域
に
あ
る
大
学
と連
携
し
、大
学
等
に
備
わ
る

専
門
的
知
識
や
施
設
を
知
の
拠
点
とし
て
協
力
を

得
る
。）

③
複
数
の
地
方
公
共
団
体
の
連
携
・協
働

拡
充
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女
性
ア
ス
リー
ト
の
育
成
・支
援
プ
ロ
ジ
ェク
ト

事
業
内
容

令
和

4年
度

予
算

額
（

案
）

20
0,

00
0 

千
円

（
前

年
度

予
算

額
19

5,
88

4 
千

円
）

ジ
ュニ

ア層
を含

む
女

性
ア

ス
リー

トが
健

康
に

ハ
イパ

フォ
ー

マン
ス

ス
ポ

ー
ツを

継
続

で
きる

環
境

を整
備

す
る

た
め

に
、女

性
が

抱
え

る
健

康
課

題
等

を
解

決
す

る
た

め
の

実
践

プロ
グ

ラム
や

、医
・科

学
サ

ポ
ー

ト等
を活

用
した

支
援

プロ
グ

ラム
な

どを
実

施
す

る
。ま

た
、女

性
の

視
点

とア
ス

リー
トと

して
の

高
い

技
術

・経
験

を
兼

ね
備

え
た

女
性

エリ
ー

トコ
ー

チ
を

育
成

す
る

プ
ログ

ラム
を実

施
す

る
。

女
性
ア
ス
リー
トの
課
題
解
決
型
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
【新
規
】

女
性
エ
リー
トコ
ー
チ
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

女
性
ア
ス
リー
ト支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

女
性

ア
ス

リー
トが

抱
え

る
健

康
課

題
等

に
関

す
る

調
査

研
究

や
支

援
プ

ログ
ラム

等
の

成
果

や
知

見
を

、実
際

に
強

化
現

場
な

どで
使

用
で

き
る

よ
う、

競
技

特
性

や
各

種
課

題
に

対
応

した
も

の
とし

て
整

理
した

マ
ニ

ュア
ル

や
プ

ログ
ラム

を
作

成
す

る
とと

も
に

、そ
れ

らを
用

い
た

実
践

的
な

事
業

を実
施

す
る

。

（
プ

ログ
ラム

の
例

）
・女

性
に

多
い

傷
害

や
健

康
課

題
に

関
す

る
論

文
や

研
究

結
果

を
踏

ま
え

、競
技

特
性

に
応

じ
た

傷
害

予
防

プ
ロ

グ
ラム

を
策

定
し、

モ
デ

ル
ケ

ー
ス

とし
て

実
業

団
チ

ー
ム

な
どで

実
践

を
行

う。
・中

高
生

を
対

象
とし

た
健

康
課

題
の

解
決

に
向

け
た

プロ
グ

ラム
を

策
定

・実
施

す
る

。
・心

理
士

や
栄

養
士

が
連

携
した

食
事

改
善

プ
ログ

ラム
を

策
定

し、
部

活
動

等
で

実
践

を
行

う。

身
体

的
・心

理
的

な
課

題
を

抱
え

て
い

る
女

性
の

トッ
プ

ア
ス

リー
トを

対
象

に
、婦

人
科

医
や

専
門

家
が

連
携

した
相

談
体

制
を

整
備

す
る

。ま
た

、女
性

ア
ス

リー
トが

心
身

とも
に

健
康

に
競

技
活

動
が

継
続

で
き

る
よう

産
前

産
後

の
競

技
復

帰
に

向
け

た
トレ

ー
ニ

ン
グ

サ
ポ

ー
トや

育
児

サ
ポ

ー
ト等

の
支

援
プ

ログ
ラム

を
実

施
す

る
。加

え
て

、誰
も

が
女

性
ア

ス
リー

ト支
援

に
関

す
る

情
報

に
アク

セ
ス

で
き

る
よ

う情
報

や
知

見
を

ま
とめ

た
プラ

ット
フォ

ー
ム

の
構

築
に

取
り組

む
。

女
性

の
視

点
とア

ス
リー

トと
して

の
高

い
技

術
や

経
験

を
兼

ね
備

え
た

女
性

エ
リー

トコ
ー

チ
を育

成
す

る
た

め
、強

化
現

場
で

の
実

践
経

験
や

コー
チ

ン
グ

ス
キ

ル
を

習
得

す
る

た
め

の
学

習
機

会
を

提
供

す
る

育
成

プロ
グ

ラム
を

策
定

・実
施

す
る

。

・本
プ

ロジ
ェク

トを
通

じて
、女

性
ア

ス
リー

トが
健

康
に

ハ
イパ

フォ
ー

マ
ン

ス
ス

ポ
ー

ツ
を

継
続

で
き

る
環

境
が

整
備

され
る

。そ
の

こと
に

よ
り、

女
性

ア
ス

リー
ト

の
国

際
競

技
力

向
上

や
国

際
大

会
等

で
の

活
躍

に
つ

な
が

る
こと

が
期

待
で

き
る

。

・女
性

ア
ス

リー
トが

抱
え

る
健

康
課

題
等

の
解

決
に

向
け

て
、集

積
され

た
知

見
をア

ス
リー

トや
指

導
者

へ
還

元
。

・健
康

課
題

に
よる

競
技

離
脱

や
悩

み
を抱

え
る

女
性

ア
ス

リー
トの

割
合

が
減

少
。

・オ
リン

ピッ
ク・

パ
ラリ

ン
ピッ

ク競
技

大
会

の
日

本
代

表
選

手
団

に
お

け
る

女
性

コー
チ

の
割

合
が

増
加

。

・女
性

ア
ス

リー
トの

課
題

を
具

体
的

に
解

決
で

き
る

プ
ログ

ラム
を策

定
し、

強
化

現
場

に
お

い
て

実
践

。
・月

経
異

常
な

どの
健

康
課

題
を

抱
え

る
女

性
ア

ス
リー

ト
へ

の
医

科
学

的
な

サ
ポ

ー
トを

実
施

。
・女

性
エ

リー
トコ

ー
チ

育
成

プ
ロ

グ
ラム

を
実

施
し

、各
競

技
団

体
の

女
性

コー
チ

を
増

や
す

。

ア
ウ
トプ
ット
（
活
動
目
標
）

ア
ウ
トカ
ム
（
成
果
目
標
）

イ
ン
パ
ク
ト（
国
民
・社
会
へ
の
影
響
）

○
第

2期
ス

ポ
ー

ツ基
本

計
画

に
お

い
て

、ス
ポ

ー
ツを

通
じた

女
性

の
活

躍
促

進
とし

て
、女

性
トッ

プ
ア

ス
リー

トの
競

技
力

向
上

を
支

援
す

る
こと

が
謳

わ
れ

て
お

り、
女

性
ア

ス
リー

トが
競

技
力

向
上

を図
りな

が
ら健

康
に

競
技

を継
続

で
きる

環
境

整
備

や
、競

技
引

退
後

も
活

躍
で

きる
よう

な
支

援
の

充
実

が
求

め
られ

て
い

る
。

○
本

プ
ロジ

ェク
トで

は
、平

成
25

年
度

よ
り女

性
アス

リー
トが

抱
え

る
課

題
解

決
に

向
け

た
調

査
研

究
や

支
援

に
取

組
ん

で
きて

お
り、

これ
まで

の
成

果
や

知
見

の
強

化
現

場
へ

の
還

元
が

課
題

で
あ

る
。

背
景
・課
題
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 ～子供の体力向上及び持続可能な運動部活動の推進～ 

 

 [事業内容] 

 

   （１）幼児期からの運動習慣形成プロジェクト【新規】       65,807千円 

子供の発達段階に応じた望ましい運動習慣形成を目指し、保護者・保育者等へ

の運動遊びの重要性に関する普及・啓発、子供たちが多様な運動遊びを経験でき

る機会の提供について継続的に実施できるよう検証・検討を行うとともに、子供

の体力と学校外における生活習慣の関係についての調査等を実施し、子供の運動

習慣化を促進する。 

【地方自治体、民間団体へ委託】 

 

（   213,360千円） 

（２）令和の日本型学校体育構築支援事業【拡充・新規】       233,821千円 

令和の日本型学校体育の構築に向けて、一人一台端末を活用した授業モデルの

研究、通常学級の体育授業において障害のある児童生徒が共に学べる学習プログ

ラムの開発、我が国の伝統文化である多様な武道種目の指導の充実、体育活動中

の事故防止のための調査研究などを行うことで、全ての子供たちに個別最適な学

びと協働的な学びを実現する体育授業の改善を図る。 

【地方自治体、民間団体へ委託】 

 

（   265,285千円） 

（３）子供のスポーツ機会確保・充実に向けた         1,442,929千円 

運動部活動改革の加速化【拡充・新規】                 

令和５年度以降の休日の部活動の段階的な地域移行の着実な実施に向けて、生

徒が休日に部活動に代わり地域においてスポーツに親しめる環境を構築するた

め、全国各地域において、指導者や運営団体の確保、費用負担の在り方の整理等

に取り組む。 

その際、学校と地域をつなぐ部活動コーディネーターを活用しつつ、取組の横

展開を図るとともに、国において取組の効果検証を行う。 

加えて、学校部活動から地域におけるスポーツ活動への移行の過渡期におい

て、合同部活動やＩＣＴ活用の推進、教員に代わり部活動指導を担う部活動指導

員の中学校運動部への配置を支援する。また、生徒にとって望ましい大会の推進

を図るため、中学生の多様なニーズに対応したスポーツ大会の開催を支援する。 

【地方自治体、民間団体へ委託、補助】 
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幼
児
期
か
らの
運
動
習
慣
形
成
プ
ロ
ジ
ェク
ト

背
景
・課
題

幼
児
期
及
び
小
学
校
児
童
を
対
象
とし
、発
達
段
階
に
応
じて
、自
治
体
の
幼
児
に

関
わ
る
関
連
部
署
や
域
内
の
関
係
団
体
、小
学
校
が
連
携
し、
子
供
の
望
ま
しい
運
動

習
慣
形
成
に
取
り組
む
。

①
幼
児
期
か
らの
運
動
遊
び
普
及
事
業
の
実
施

・保
護
者
・保
育
者
等
を対
象
とし
た
子
供
の
運
動
遊
び
の
重
要
性
に
関
す
る
普
及
・

啓
発
及
び
運
動
遊
び
を経
験
で
きる
環
境
の
充
実
に
つ
い
て
継
続
的
に
実
施
で
きる

よう
検
証
・検
討
を
行
う。

※
自
治
体
に
お
い
て
、ス
ポ
ー
ツ、
教
育
、保
育
担
当
部
署
等
で
連
携
す
る
こと

件
数
：
全
国
で
８
箇
所
程
度
＜
３
年
継
続
＞

②
保
護
者
等
の
運
動
遊
び
に
関
す
る
行
動
変
容
調
査
の
実
施
等

・子
供
の
体
力
・運
動
能
力
と、
学
校
外
に
お
け
る
生
活
習
慣
（
運
動
、学
習
、ス
ク

リー
ンタ
イム
、食
事
、睡
眠
等
）
の
関
係
に
つ
い
て
実
態
を把
握
す
る
た
め
、保
護
者

等
に
対
す
る
調
査
を実
施

・調
査
に
関
す
る
運
営
（
企
画
、実
施
支
援
）
及
び
調
査
の
分
析
等
の
検
証

※
普
及
事
業
に
参
加
以
外
の
保
護
者
等
を対
象
とし
た
全
国
調
査
も
実
施
す
る

※
保
護
者
向
け
の
情
報
提
供
内
容
・方
法
も
検
討

件
数
：
１
箇
所
（
大
学
等
の
研
究
機
関
）
＜
３
年
継
続
＞

事
業
内
容

ス
ポ
ー
ツ

主
管
課

教
育

保
育
等

主
管
課

①
幼
児
期
か
らの
運
動
遊
び
普
及
事
業

・
運
動
遊
び
の
重
要
性
に
関
す
る
普
及
・啓
発

・
多
様
な
運
動
遊
び
が
経
験
で
き
る
機
会

②
保
護
者
等
の
運
動
遊
び
に

関
す
る
行
動
変
容
調
査

大
学
等
の

研
究
機
関

・
保
護
者
等
へ
子
供
の
実
態
把
握
調
査
の
実
施

・
調
査
に
関
す
る
運
営
（
企
画
、実
施
支
援
）
、分
析
等
の
検
証

※
事
業
に
参
加
以
外
の
保
護
者
等
を対
象
の
全
国
調
査
も
実
施

・
保
護
者
等
へ
の
継
続
的
な
情
報
提
供
（
企
画
、実
施
支
援
）

保
護
者
等
に
対
して
継
続
的
な
機
会
・情
報
の
提
供

調
査
の
連
携

情
報
提
供
の
支
援

継 続 的 に 実 施

体
力
は
人
間
の
活
動
の
源
で
あ
り、
「生
きる
力
」を
支
え
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
。英
国
の
リン
ダ・
グ
ラッ
トン
教
授
※
に
よれ
ば
、現
在
の
日

本
の
子
供
の
半
数
が
10
0歳
以
上
まで
生
きる
とさ
れ
て
お
り、
将
来
を担
う子
供
の
体
力
とそ
れ
を培
う運
動
習
慣
の
形
成
は
特
に
重
要
で
あ

る
。 また
、国
民
の
体
力
運
動
能
力
の
調
査
で
は
、成
人
の
ス
ポ
ー
ツ習
慣
と小
学
生
時
に
運
動
を楽
しい
と感
じて
い
た
こと
に
は
強
い
相
関
が

認
め
られ
、小
学
生
時
に
運
動
を楽
しい
と感
じた
子
供
に
つ
い
て
は
、未
就
学
時
の
外
遊
び
回
数
が
多
い
こと
が
指
摘
され
て
い
る
。こ
の
こと

か
ら、
未
就
学
を含
む
小
学
生
まで
の
運
動
習
慣
作
りは
、子
供
の
体
力
向
上
は
も
とよ
り、
成
人
以
降
の
ス
ポ
ー
ツ習
慣
や
高
齢
期
以
降
の

健
康
の
保
持
に
も
大
きな
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。

この
よう
な
状
況
を踏
まえ
、家
庭
や
学
校
をは
じめ
、地
域
に
お
い
て
、未
就
学
の
幼
児
か
ら小
学
校
の
児
童
まで
を対
象
に
、そ
の
発
達
段

階
に
応
じた
運
動
習
慣
の
形
成
に
取
り組
む
こと
に
より
、子
供
の
体
力
向
上
を目
指
す
も
の
で
あ
る
。

※
人
生
10
0年
時
代
構
想
会
議
構
成
員

令
和
4年
度
予
算
額
(案
)

65
,8
07
千
円

（
新

規
）

体
力
・運
動
能
力
調
査
（
令
和
元
年
度
）

入
学
前
の
外
遊
び
の
実
施
状
況
別
に
見
た
現
在
の
運
動
・ス
ポ
－
ツ実
施
状
況

自
治
体
(都
道
府
県
)

市
区
町
村

保
護
者
・保
育
・教
育
従
事
者
の

意
識
・行
動
の
変
化

他 の 市 区 町 村 へ 普 及

・保
護
者
か
ら見
た
子
供
の
実
態

・保
護
者
等
の
認
識
の
変
化

・保
護
者
等
の
行
動
の
変
化
等

・運
動
・ス
ポ
ー
ツと

非
認
知
能
力
の
関
係

・お
す
す
め
の
運
動
遊
び
等

多
様
な
運
動
遊
び
を

経
験
で
き
る
場
の
拡
大

●
調
査
・分
析
の
結
果
を提
供
す
る
情
報
に
活
用

●
情
報
提
供
後
の
保
護
者
等
の
変
化
を参
考
に
調
査
・分
析
の
内
容
を再
構
築
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令
和
の
日
本
型
学
校
体
育
構
築
支
援
事
業

背
景
・課
題

上
記
の
課
題
に
対
応
した
授
業
研
究
を行
い
、そ
の
研
究
成
果
を全
国
に
発
信
す
る
。

①
G
IG
Aス
ク
ー
ル
環
境
下
に
お
け
る
体
育
活
動
の
充
実

体
育
に
お
け
る
個
別
最
適
な
学
び
を充
実
す
る
た
め
に
、一
人
一
台
端
末
を活
用
した
授
業
モデ
ル
を研
究
す
る
「I
CT
体
育

推
進
校
」を
指
定
し、
実
践
研
究
を行
う
。

【件
数
・単
価
】３
箇
所
（
教
育
委
員
会
・大
学
）
×
約
３
０
０
万
円

②
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
体
育
活
動
の
充
実

通
常
学
級
に
所
属
す
る
障
害
児
の
体
育
見
学
ゼ
ロを
目
指
し、
通
常
学
級
の
体
育
授
業
に
お
い
て
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒

が
共
に
学
べ
る
学
習
プロ
グ
ラム
の
開
発
を行
うと
とも
に
、障
害
児
の
ス
ポ
ー
ツ・
運
動
機
会
を確
保
す
る
た
め
、個
に
応
じた
指

導
計
画
・指
導
内
容
・指
導
方
法
の
工
夫
に
関
す
る
実
践
研
究
を行
う。

【件
数
・単
価
】３
箇
所
（
教
育
委
員
会
・大
学
）
×
約
３
０
０
万
円

事
業
内
容

令
和
4年
度
予
算
額
（
案
）

23
3,
82
1千
円

（
前
年
度
予
算
額

21
3,
36
0千
円
）

④
体
育
活
動
中
の
事
故
防
止

全
国
的
な
体
育
活
動
中
に
お
け
る
事
故
防
止
の
意
識
啓
発
、関
係
の
取
組
の
充
実
を図
る
こと
を目
的
とし
て
、近
年
発
生
した
全
国
的
な
重
大
な
事
故
事
例
の
発
生
の
背
景
や
要
因
、

再
発
防
止
の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
把
握
・分
析
を行
い
、最
新
の
知
見
の
成
果
等
を情
報
共
有
し、
研
究
協
議
等
を行
う協
議
会
を開
催
す
る
。ま
た
、命
に
直
結
す
る
水
難
事
故
防
止
対

策
を強
化
す
る
観
点
か
ら、
水
泳
授
業
に
お
け
る
自
己
保
全
の
た
め
の
学
習
（
着
衣
泳
・ラ
イフ
ジ
ャケ
ット
の
活
用
な
ど）
の
指
導
モデ
ル
の
研
究
を行
う。

【件
数
・単
価
】１
箇
所
（
法
人
団
体
）
×
約
１
３
６
０
万
円
、３
件
（
教
育
委
員
会
・大
学
）
×
約
２
０
０
万
円

③
多
様
な
武
道
等
指
導
の
充
実
及
び
支
援
体
制
の
強
化

外
部
指
導
者
の
活
用
や
年
間
指
導
計
画
の
工
夫
な
どに
より
、我
が
国
の
伝
統
文
化
で
あ
る
多
様
な
武
道
種
目
を学
習
す

る
保
健
体
育
の
授
業
を行
う中
学
校
を「
武
道
推
進
モデ
ル
校
」に
指
定
した
実
践
研
究
を行
うと
とも
に
、武
道
関
係
団
体
に

よる
中
学
校
に
お
け
る
多
様
な
武
道
種
目
の
実
践
の
支
援
体
制
を強
化
す
る
た
め
の
取
組
等
を実
施
す
る
。

【件
数
・単
価
】３
５
箇
所
（
教
育
委
員
会
・大
学
）
×
約
４
３
０
万
円
、９
箇
所
（
法
人
団
体
）
×
約
５
０
０
万
円

60
1.
4

61
4.
1

58
8.
3

55
6.
8

36
9.
5

37
3.
8

35
3.
7

34
8.
9

94
3.
5

94
8.
5

89
6.
9

81
7.
5

66
8.
7

68
2.
6

65
3.
4

59
6.
0

34
0

42
0

50
0

58
0

66
0

74
0

82
0

90
0

98
0

H2
8

H2
9

H3
0

R1

１
週
間
の
運
動
時
間
の
変
化

小
学
男
子

小
学
女
子

中
学
男
子

中
学
女
子

（
出
典
）
令
和
元
年
度
全
国
体
力
・運
動
能
力
、運
動
習
慣
等
調
査

体
育
の
授
業
は
楽
しい
か
×
1週
間
の
総
運
動
時
間

の
ク
ロ
ス
集
計

（
上
段
：
小
学
生
、下
段
：
中
学
生
）

（
分
）

学
校
に
お
け
る
体
育
活
動
は
、体
力
向
上
、健
康
増
進
、競
争
心
や
協
調
性
、他
者
を
尊
重
す
る
精
神
の
涵
養
、人
間

関
係
の
形
成
な
ど、
生
涯
に
わ
た
る
豊
か
な
生
活
を実
現
す
る
た
め
の
基
礎
が
培
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

新
型
コロ
ナ
ウイ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
等
に
より
様
々
な
活
動
が
制
限
され
る
中
、子
供
た
ち
が
運
動
や
ス
ポ
ー
ツに
親

しむ
こと
が
で
き
る
よ
うに
す
る
た
め
に
は
、体
育
の
授
業
に
お
い
て
運
動
の
多
様
な
楽
しみ
方
を
共
有
し、
運
動
が
苦
手
な
子

供
をは
じめ
全
て
の
子
供
に
、で
きる
喜
び
を味
わ
わ
せ
て
い
くこ
とが
求
め
られ
る
。

「令
和
の
日
本
型
学
校
体
育
」の
構
築
に
向
け
て
、子
供
た
ち
の
安
全
・安
心
を
確
保
し、
技
能
差
・体
力
差
・体
格
差
等

に
配
慮
な
が
ら、
個
々
の
能
力
に
適
した
指
導
・支
援
を
行
うこ
とで
、全
て
の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
個
別
最
適

な
学
び
と協
働
的
な
学
び
を実
現
す
る
体
育
の
授
業
改
善
を図
る
。
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背
景
・課
題

事
業
内
容

これ
ま
で
多
くの
中
学
校
等
の
生
徒
の
ス
ポ
ー
ツに
親
しむ
機
会
は
、学
校
が
運
動
部
活
動
を
設
置
運
営
す
る
形
で
確
保
され
て
き
た
が
、少
子
化
や
学
校
の
働
き
方
改

革
が
進
む
中
で
、現
行
の
、学
校
単
位
で
活
動
し、
指
導
は
教
員
が
担
うと
い
う運
動
部
活
動
の
継
続
は
困
難
で
あ
り、
今
後
、生
徒
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
しむ
機
会
が

大
き
く減
少
して
しま
う恐
れ
が
あ
る
。

こう
した
事
態
を避
け
る
た
め
、学
校
の
運
動
部
活
動
に
代
わ
り、
地
域
に
お
い
て
運
動
・ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
を
将
来
に
わ
た
って
確
保
・充
実
で
き
る
よ
う、
子
供
が
地

域
で
ス
ポ
ー
ツ
に
親
しめ
る
環
境
を
新
た
に
構
築
して
い
く。

子
供
に
とっ
て
望
ま
しい
大
会
の
推
進

○
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
した
中
学
生
年
代
の
都
道
府
県
大
会
の
創
設
・開
催
支
援

19
,9
92
千
円

→
競
技
志
向
で
は
な
い
生
徒
に
つ
い
て
も
、活
動
の
成
果
発
表
の
機
会
が
確
保
され
る
な
ど、
中
学
生
の
多
様
な
ニー
ズ
に
対
応
した
都
道
府
県
大
会
を創
設
・開
催
す
る
競
技

団
体
に
対
して
、必
要
な
経
費
の
補
助
を行
う。

○
あ
らゆ
る
チ
ー
ム
・個
人
が
参
加
で
き
る
中
学
生
年
代
の
競
技
別
全
国
大
会
の
開
催
支
援
等

75
,5
06
千
円

→
地
域
ス
ポ
ー
ツ活
動
に
参
加
す
る
生
徒
に
つ
い
て
も
、多
様
な
成
果
発
表
の
機
会
を確
保
・充
実
す
る
観
点
か
ら、
中
学
生
を対
象
とし
た
全
国
大
会
の
開
催
に
係
る
必
要
な

経
費
に
つ
い
て
、開
催
都
道
府
県
に
対
す
る
補
助
等
を行
う。

地
域
に
お
け
る
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
構
築
に
向
け
た
基
盤
整
備

○
休
日
の
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
充
実

22
8,
94
1千
円

→
令
和
５
年
度
以
降
の
休
日
の
部
活
動
の
段
階
的
な
地
域
移
行
の
着
実
な
実
施
に
向
け
て
、地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ活
動
の
運
営
団
体
や
指
導
者
の
確
保
方
策
や
、

費
用
負
担
の
在
り方
の
整
理
な
どの
課
題
に
総
合
的
に
取
り組
む
た
め
に
、全
国
各
地
の
拠
点
校
（
地
域
）
に
お
い
て
実
践
研
究
を実
施
し、
研
究
成
果
を普
及
・発
信
す
る
。

○
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
指
導
員
の
配
置
支
援

1,
08
0,
00
0千
円

→
教
員
に
代
わ
って
、部
活
動
の
指
導
や
大
会
引
率
を担
うこ
とに
より
、生
徒
の
ニー
ズ
を踏
まえ
た
充
実
した
活
動
とす
る
とと
も
に
、顧
問
教
員
の
部
活
動
に
お
け
る
負
担
軽
減

を図
る
た
め
、運
動
部
に
対
す
る
部
活
動
指
導
員
の
配
置
を支
援
す
る
。【
約
10
,0
00
人
】

○
合
理
的
で
効
率
的
な
部
活
動
の
推
進

22
,5
94
千
円

→
地
域
の
実
情
を踏
まえ
た
都
市
・過
疎
地
域
で
の
合
同
部
活
動
や
、I
CT
活
用
に
よる
短
時
間
で
効
果
的
な
活
動
の
推
進
に
向
け
た
実
践
研
究
を実
施
す
る
。

○
子
供
の
視
点
に
立
った
大
会
の
在
り方
に
関
す
る
調
査
・実
践
研
究

11
,3
58
千
円

→
令
和
5年
度
以
降
を見
据
え
、学
校
単
位
に
限
らず
、生
徒
の
多
様
な
ニー
ズ
に
対
応
で
きる
大
会
形
式
や
大
会
規
定
等
の
在
り方
を検
討
す
る
な
ど、
子
供
に
とっ
て
望
まし
い

大
会
の
推
進
に
向
け
て
、調
査
・実
践
研
究
を実
施
す
る
。

子
供
の
スポ
ー
ツ機
会
確
保
・充
実
に向
け
た運
動
部
活
動
改
革
の
加
速
化

令
和
4年
度
予
算
額
(案
)

1,
44
2,
92
9千
円

（
前
年
度
予
算
額

26
5,
28
5千
円
）
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～スポーツを活用した地方創生～ 

 

 [事業内容] 

 

（   280,889千円） 

（１）スポーツによる地域活性化・まちづくりコンテンツ     200,000千円 

創出等総合推進事業                  

スポーツと旅行・観光を掛け合わせた「スポーツツーリズム」等を通じ交流人

口の拡大により地方創生・まちづくりを推進するため、ウィズコロナ・ポストコ

ロナにも対応した高付加価値コンテンツの創出に向けた取組をモデル的に支援す

るほか、ポストコロナを見据えプロモーションの土台を総合的に強化する。 

【民間団体へ委託】 

 

（   164,927千円） 

（２）スポーツによる地域活性化・まちづくり担い手育成     198,000千円 

総合支援事業【拡充】                  

スポーツによる地方創生・まちづくりを推進していくため、スポーツツーリズ

ムを中心にスポーツを活用したまちづくりを推進する「地域スポーツコミッショ

ン」について、その「質の向上」に向け、新たな事業展開へのチャレンジ等をモ

デル的に支援するとともに、その運営を担う基盤人材の育成をサポートする。 

【地方自治体、民間団体へ委託、補助】 

 

                                                        

（３）感動する大学スポーツ総合支援事業【新規】               196,998千円 

地域の核となる大学スポーツについて、安心・安全な大学スポーツ環境の確立

等に資する調査研究や、大学の有するスポーツ資源を活用した地域振興の実証を

実施すること等により、「大学スポーツの振興」及び「大学スポーツによる地域

振興」を図り、一般社団法人大学スポーツ協会（UNIVAS）と連携・協力し、「感

動する大学スポーツ」の実現を目指す。 

【民間団体へ委託、補助】 

 

（ 4,004,412千円） 

（４）体育・スポーツ施設整備                3,603,971千円 

（学校施設環境改善交付金） 

子供のスポーツ機会の場や地域住民がライフステージに応じたスポーツに親し

む場（スポーツ文化拠点）として地域経済にも貢献し、さらに、災害時には避難

所として活用される、スポーツ施設の環境整備の促進（耐震化等含む）を図る。

※令和３年度補正予算において、16億円計上 

【地方自治体へ補助】 
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ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
・ま
ち
づ
くり
コン
テ
ン
ツ
創
出
等
総
合
推
進
事
業

令
和
４
年
度
予
算
額
（
案
）

20
0,
00
0千
円

（
前
年
度
予
算
額

28
0,
88
9千
円
）

ス
ポ
ー
ツと
旅
行
・観
光
を
掛
け
合
わ
せ
た
「ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リズ
ム
」等
を
通
じ交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
り地
方
創
生
・ま

ち
づ
くり
を
推
進
す
る
た
め
、ウ
ィズ
コロ
ナ
・ポ
ス
トコ
ロナ
に
も
対
応
した
高
付
加
価
値
コン
テ
ン
ツ
の
創
出
に
向
け
た
取

組
を
モ
デ
ル
的
に
支
援
す
る
ほ
か
、ポ
ス
トコ
ロナ
を
見
据
え
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
の
土
台
を
総
合
的
に
強
化
す
る
。

（
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
の
価
値
向
上
プ
ロ
ジ
ェク
ト）

①
地
域
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を
活
用
した
観
光
コン
テ
ン
ツ
の
創
出

日
本
の
特
色
あ
る
自
然
・文
化
等
を活
か
した
国
内
外
旅
行
者
か
ら選
ば
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

ツー
リズ
ム
等
の
優
良
コン
テ
ンツ
を創
出
す
る
た
め
、重
点
分
野
の
アウ
トド
アス
ポ
ー
ツ、

武
道
の
ほ
か
、ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ等
の
テ
ー
マ
別
の
実
証
モ
デ
ル
を
選
定
、実
施
と効
果

検
証
等
を行
う。

（
取
組
例
①
）
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ

景
観
・環
境
・生
活
等
を
有
機
的
に
連
携
し、
広
域
コン
テ
ンツ
を
創
出
。

（
取
組
例
②
）
武
道

日
本
発
祥
の
武
道
と歴
史
・文
化
等
を
融
合
させ
た
稀
少
性
の
高
い
体
験
コン
テ
ンツ
を
創
出
。

ス
ポ
ー
ツ庁
・文
化
庁
・観
光
庁
が

連
携
し、
「ス
ポ
ー
ツ文
化
ツー
リズ

ム
」を
推
進
。

②
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リズ
ム
・ム
ー
ブ
メ
ン
トの
創
出

ポ
ス
トコ
ロナ
を
見
据
え
た
ス
ポ
ー
ツツ
ー
リズ
ム
の
プロ
モー
シ
ョン
の
土
台
を総
合
的
に
強
化
す
る
た
め
、武
道
を中
心
に

デ
ジ
タル
プロ
モー
シ
ョン
の
実
施
、コ
ンテ
ンツ
創
出
に
必
要
な
基
礎
的
デ
ー
タの
収
集
及
び
ビッ
グ
デ
ー
タの
活
用
や
現

場
ネ
ット
ワ
ー
ク構
築
・強
化
等
を行
う。

ま
た
、文
化
庁
・観
光
庁
との
３
庁
連
携
協
定
に
基
づ
く、
シ
ンポ
ジ
ウム
等
を推
進
す
る
。

←
武
道
ツ
ー
リズ
ム
イ
メ
ー
ジ
動
画

武
道
ツ
ー
リズ
ム
紹
介
ペ
ー
ジ
→

関
心
層
を
中
心
とし
た
プ
ロモ
ー
シ
ョン
デ
ー
タを
収
集

（
地
域
、企
業
等
へ
還
元
）

基
礎
的
デ
ー
タを
収
集
・蓄
積
し、
ビッ
グ
デ
ー
タと
して

還
元
・活
用
す
る
。

武
道
ツー
リズ
ム
デ
ー
タベ
ー
ス
の

構
築
・利
活
用
促
進

デ
ジ
タル
コン
テ
ンツ
を
活
用
した
地
方
誘
客
を
展
開

「武
道
場
デ
ー
タベ
ー
ス
」よ
り

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
の
価
値
向
上
プ
ロ
ジ
ェク
ト

連
携

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・ま
ち
づ
くり
へ

様
々
な
地
域
課
題
（
交
流
人
口
拡
大
、過
疎
化
、経
済
衰
退
）

解
決

ス
ポ
ー
ツ
の
力
を
「活
用
」
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、

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
へ

大
学

商
工

団
体

ス
ポ

ー
ツ

産
業

体
育

協
会

観
光

産
業

地
方
自
治
体

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・ま
ち
づ
くり
を
推
進

して
い

くた
め

、ス
ポ

ー
ツツ

ー
リズ

ム
を

中
心

に
ス

ポ
ー

ツを
活

用
した

ま
ち

づ
くり

を
推

進
す

る
「地
域
ス
ポ
ー
ツ
コミ
ッシ
ョン
」（

地
域

SC
）

に
つ

い
て

、そ
の

「質
の
向
上

」に
向

け
、新
た
な
事
業
展

開
へ
の
チ
ャレ
ン
ジ
等

を
モ

デ
ル

的
に

支
援

す
る

とと
も

に
、そ

の
運

営
を

担
う基
盤
人
材
の
育
成

を
サ

ポ
ー

トす
る

。

課
題
の
共
有

人
材
育
成

ノウ
ハ
ウ
等
の
共
有

知
見
・ノ
ウ
ハ
ウ
の
展
開

多
角
的
な
事
業
展
開
へ
の
新
た
な
チ
ャレ
ン
ジ

「地
域
SC
経
営
多
角
化
等
支
援
事
業
」

※
併

せ
て

、オ
リパ

ラ・
レ

ガ
シ

ー
へ

の
転

化
（

地
域

SC
の

新
規

設
立

）
も

支
援

・新
た

な
ア

ウタ
ー

や
イン

ナ
ー

事
業

の
推

進
を

含
め

た
多

角
的

な
事

業
展

開
に

チ
ャレ

ンジ
す

る
地

域
SC

に
対

し、
新

た
な

事
業

の
ス

ター
トア

ップ
を支

援

地
域
ス
ポ
ー
ツ
コミ
ッシ
ョン

（
総
称
）

地
域

の
自

治
体

、ス
ポ

ー
ツ団

体
、民

間
企

業
・団

体
等

が
一

体
と

な
りス

ポ
ー

ツに
よ

る
地

域
振

興
に

取
り組

む
組

織
。

※
 地

域
外

か
らの

交
流

人
口

拡
大

の
た

め
の

活
動

は
必

須
要

件

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
・ま
ち
づ
くり
担
い
手
育
成
総
合
支
援
事
業

令
和

４
年

度
予

算
額

（
案

）
19

8,
00

0千
円

（
前

年
度

予
算

額
16

4,
92

7千
円

)

コン
サ
ル
テ
ィン
グ
、地
域
SC
基
盤
人
材
の
育
成
・確
保

「地
域
SC
基
盤
人
材
育
成
サ
ポ
ー
ト事
業
」

・地
域

SC
の

経
営

多
角

化
・設

立
に

対
す

る
コン

サ
ル

テ
ィン

グ
を

実
施

、ノ
ウハ

ウの
蓄

積
・基

盤
とな

る
人

材
を

育
成

・確
保

す
る

た
め

方
策

の
調

査
・研

究
・実

証
・各

SC
や

基
盤

人
材

間
の

知
見

、ノ
ウハ

ウの
共

有
化

を
図

る
た

め
の

ネ
ット

ワ
ー

クを
形

成

長
期

継
続

的
な

人
的

交
流

を図
る

「ス
ポ

ー
ツ合

宿
・キ

ャン
プ

の
誘

致
」

ホ
ス

トタ
ウン

を
レガ

シ
ー

化
継

続
的

な
ス

ポ
ー

ツ合
宿

●
ア
ウ
タ
ー
事
業
の
事
例
：

恒
常

的
な

ス
ポ

ー
ツ誘

客
が

可
能

な
「通

期
・通

年
型

ス
ポ

ー
ツア

クテ
ィビ

テ
ィの

創
出

」

日
本

発
祥

の
武

道
を

コン
テ

ンツ
化

景
観

・四
季

を
活

か
した

サ
イク

リン
グ

支
援

各
組

織
との

連
携

・協
力

、ハ
ブ

機
能

中
心

的
事

務
局

（
推

進
の

核
とな

る
組

織
）

※
様

々
な

パ
ター

ン
が

存
在

側
面

サ
ポ

ー
ト

●
イ
ン
ナ
ー
事
業
の
事
例
：

地
域

住
民

向
け

の
「健

康
ス

ポ
ー

ツ教
室

、地
元

ス
ポ

ー
ツ施

設
管

理
」

多
世

代
が

交
流

す
る

ス
ポ

ー
ツ教

室
住

民
へ

の
ス

ポ
ー

ツの
場

の
提

供

写
真

提
供

：
網

走
市

地
域

ス
ポ

ー
ツ

クラ
ブ

観
光

協
会

な
ど

オ
リン

ピア
ン

に
よ

る
ラン

ニ
ン

グ
教

室
企

業
・地

域
が

連
携

した
多

世
代

運
動

会

地
域

コミ
ュニ

テ
ィの

活
性

化
を図

る
「交

流
イベ

ン
ト・

ス
ポ

ー
ツイ

ン
ライ

フの
推

進
」
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感
動
す
る
大
学
ス
ポ
ー
ツ
総
合
支
援
事
業

令
和
４
年
度
予
算
額
(案
)
19
6,
99
8千
円

（
新

規
）

○
「
大
学
ス
ポ
ー
ツ
」
は
、
単
に
一
部
の
学
生
ア
ス
リ
ー
ト
に
と
っ
て
の
み
重
要
な
も
の
で
は
な
く
、
大
学
全
入
時
代
の
中
で
、
多

く
の
学
生
が
大
学
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
社
会
的
人
材
の
育
成
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
・
効
用
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
大
学
は
素
晴
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ
資
源
（
人
材
、
施
設
、
知
識
な
ど
）
を
有
し
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域

社
会
の
発
展
を
支
え
る
存
在
と
し
て
地
域
で
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。

○
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
の
初
年
度
で
あ
り
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
転
換
点
と
な
っ
た
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す

る
検
討
会
議
最
終
と
り
ま
と
め
か
ら
５
周
年
と
な
る
令
和
４
年
度
で
は
、
「
大
学
ス
ポ
ー
ツ
自
体
の
振
興
」
と
「
大
学
ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
地
域
振
興
」
と
を
総
合
的
に
支
援
し
、
U
N
IV
A
S
と
連
携
・
協
力
し
、
「
感
動
す
る
大
学
ス
ポ
ー
ツ
」
の
実
現
を
目
指
す
。

大
学
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興

○
大
学
ス
ポ
ー
ツ
資
源
の
活
用
に
よ
る
地
方
創
生
の
促
進

・
大
学
が
そ
の
有
す
る
ス
ポ
ー
ツ
資
源
（
人
材
、
施
設
、
知
識
）
を
十
分
に
活
用
し
、

自
治
体
等
の
地
域
の
組
織
と
も
連
携
・
協
力
し
た
地
域
振
興
の
取
組
を
モ
デ
ル

的
に
実
施
・
検
証
分
析
し
、
成
果
の
全
国
へ
の
横
展
開
を
促
進
な
ど

大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

①
安
全
・
安
心
な
大
学
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
確
立
促
進
等

（
大
学
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
大
学
の
適
切
な
関
与
・
支
援
体
制
の
検
討
な
ど
）

②
大
学
ス
ポ
ー
ツ
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
創
出

（
基
礎
調
査
、
検
討
分
析
な
ど
）

大
学
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

※
そ
の
他
（
大
学
ス
ポ
ー
ツ
統
括
団
体
活
動
支
援
事
業
）

大
学
ス
ポ
ー
ツ
統
括
団
体
と
し
て
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
全
体
の
価
値
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
て
い
く
観
点
か
ら
、
Ｕ
Ｎ
ＩＶ
Ａ
Ｓ
（
一
社
・
大
学
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）
が
実
施
す
る
大
学
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た

め
の
普
及
啓
発
の
活
動
の
一
部
（
大
学
ス
ポ
ー
ツ
安
全
・
安
心
認
証
の
普
及
啓
発
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
暴
力
・
パ
ワ
ハ
ラ
、
性
的
写
真
・
動
画
、
不
正
の
防
止
や
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
環
境

の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
の
普
及
啓
発
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
の
普
及
啓
発
等
）
に
対
し
て
補
助

＜
事
業
内
容
＞

「感
動
す
る
大
学
ス
ポ
ー
ツ
」 の
実
現
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○
子
供
の
ス
ポ
ー
ツ機
会
の
充
実
を通
じた
運
動
習
慣
の
確
立
と体
力
の
向
上

○
ライ
フス
テ
ー
ジ
に
応
じて
ス
ポ
ー
ツに
身
近
に
親
しむ
こと
が
で
きる
交
流
の
場
（
ス
ポ
ー
ツ文
化

拠
点
）
を創
出
し、
地
域
経
済
に
貢
献

○
健
常
者
と障
害
者
が
とも
に
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツに
親
しめ
る
よう
配
慮
され
た
施
設
整
備
の
促
進

○
施
設
の
耐
震
化
に
よる
安
全
・安
心
な
ス
ポ
ー
ツ環
境
整
備
の
推
進

○
緊
急
災
害
時
に
は
、被
災
者
の
避
難
場
所
や
、防
災
拠
点
施
設
とし
て
活
用

○
子
供
の
ス
ポ
ー
ツ機
会
の
充
実
を通
じた
運
動
習
慣
の
確
立
と体
力
の
向
上

○
ライ
フス
テ
ー
ジ
に
応
じて
ス
ポ
ー
ツに
身
近
に
親
しむ
こと
が
で
きる
交
流
の
場
（
ス
ポ
ー
ツ文
化

拠
点
）
を創
出
し、
地
域
経
済
に
貢
献

○
健
常
者
と障
害
者
が
とも
に
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツに
親
しめ
る
よう
配
慮
され
た
施
設
整
備
の
促
進

○
施
設
の
耐
震
化
に
よる
安
全
・安
心
な
ス
ポ
ー
ツ環
境
整
備
の
推
進

○
緊
急
災
害
時
に
は
、被
災
者
の
避
難
場
所
や
、防
災
拠
点
施
設
とし
て
活
用

子
供
の
ス
ポ
ー
ツ機
会
の
場
や
地
域
住
民
が
ライ
フス
テ
ー
ジ
に
応
じた
ス
ポ
ー
ツに

親
しむ
場
（
ス
ポ
ー
ツ文
化
拠
点
）
とし
て
地
域
経
済
に
も
貢
献
し、
さら
に
、災
害

時
に
は
避
難
所
とし
て
活
用
され
る
、ス
ポ
ー
ツ施
設
の
環
境
整
備
（
耐
震
化
及
び

空
調
設
備
の
整
備
等
含
む
）
の
促
進
を図
る
。

子
供
の
ス
ポ
ー
ツ機
会
の
場
や
地
域
住
民
が
ライ
フス
テ
ー
ジ
に
応
じた
ス
ポ
ー
ツに

親
しむ
場
（
ス
ポ
ー
ツ文
化
拠
点
）
とし
て
地
域
経
済
に
も
貢
献
し、
さら
に
、災
害

時
に
は
避
難
所
とし
て
活
用
され
る
、ス
ポ
ー
ツ施
設
の
環
境
整
備
（
耐
震
化
及
び

空
調
設
備
の
整
備
等
含
む
）
の
促
進
を図
る
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

（
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
）

事
業
概
要

令
和
４
年
度
予
算
額
（
案
）
：
3,
60
3,
97
1千
円

（
前
年
度
予
算
額
：
4,
00
4,
41
2千
円
）

１
/３
補
助

１
/３
補
助
※
災
害
対
応
の
浄
水
型
プ
ー
ル
等
は
１
/２

※
災
害
対
応
の
浄
水
型
プ
ー
ル
等
は
１
/２

交
付
対
象
事
業

算
定
割
合

期
待
さ
れ
る
効
果

地
域
ス
ポ
ー
ツ施
設

学
校
体
育
諸
施
設

・ス
イミ
ング
セ
ンタ
ー
新
改
築
事
業

・ス
ポ
ー
ツセ
ンタ
ー
新
改
築
・改
造
事
業

・武
道
セ
ンタ
ー
新
改
築
事
業

・屋
外
ス
ポ
ー
ツセ
ンタ
ー
新
改
築
事
業

・社
会
体
育
施
設
耐
震
化
事
業

【耐
震
化
率
】
構
造
体
：
83
.8
％
非
構
造
部
材
：
13
.9
％
(R
2.
3)

・グ
リー
ン社
会
の
実
現
に
向
け
た
整
備
事
業

※
新
規
事
業

・ラ
グ
ビー
競
技
が
実
施
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ施
設
の
整
備

※
ラグ
ビー
ワ
ー
ル
ドカ
ップ
に
伴
う特
例
事
業

・水
泳
プ
ー
ル
新
改
築
事
業

・水
泳
プ
ー
ル
上
屋
新
改
築
事
業

・水
泳
プ
ー
ル
耐
震
補
強
事
業

・中
学
校
武
道
場
新
改
築
事
業

◆
整
備
イメ
ー
ジ
図
：
地
域
ス
ポ
ー
ツセ
ンタ
ー
・武
道
セ
ンタ
ー
新
改
築
事
業
、社
会
体
育
施
設
耐
震
化
事
業
等

◆
整
備
イメ
ー
ジ
図
：
地
域
ス
ポ
ー
ツセ
ンタ
ー
・武
道
セ
ンタ
ー
新
改
築
事
業
、社
会
体
育
施
設
耐
震
化
事
業
等

実
施
主
体
：
地
方
公
共
団
体

実
施
主
体
：
地
方
公
共
団
体

※
令
和
３
年
度
補
正
予
算

：
1,
60
0,
01
1千
円

（
障
害
者
を
含
め
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツに
取
り組
め
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ施
設
の
整
備
及
び
耐
震
化
事
業
）

22



【デジタル技術を駆使した新たなスポーツの価値の創出、スポーツ産業の成長促進】  

 

 [事業内容]  

 

（１）スポーツ×テクノロジー活用推進事業【新規】             180,000千円 

スポーツの「する」「みる」「ささえる」場面におけるテクノロジーを活用し

た先進的な取組を収集・支援するとともに、新しい収益源の確保に向けたスポー

ツデータの利活用における仕組みづくり等の検討を行う。 

【民間団体へ委託】 

 

（   130,000千円） 

（２）スポーツオープンイノベーション推進事業                 128,000千円 

スポーツ界と他業界の共創により、新事業が持続的に創出される社会の実現に

向けて、新事業の創出支援、国内の優良事例の顕彰、情報発信を行うとともに、

地域におけるスポーツを核としたオープンイノベーションプラットフォーム（SO

IP）構築を支援する。 

【民間団体へ委託】 

 

（    54,000千円） 

（３）スタジアム・アリーナ改革推進事業                    30,000千円 

民間ノウハウ等を活用し、コストセンターからプロフィットセンターへの転換

を推進するとともに、まちづくりや地域活性化の核となるスタジアム・アリーナ

の実現を目指す。また、次のスタジアム・アリーナの在り方を検討する。 

【民間団体へ委託】 
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ス
ポ

ー
ツ

×
テ

ク
ノロ

ジ
ー

活
用

推
進

事
業

背
景

・課
題 ア
ウ

トプ
ット

（
活

動
目

標
）

ア
ウ

トカ
ム

（
成

果
目

標
）

イ
ン

パ
ク

ト（
国

民
・社

会
へ

の
影

響
）

事
業

内
容

ス
ポ

ー
ツ

の
場

に
お

け
る

Ｄ
Ｘ

化
・テ

ク
ノロ

ジ
ー

の
活

用
（
“ス

ポ
ー

ツ
×

テ
ク

ノロ
ジ

ー
“）
は
、「
す
る
」「
み
る
」「
ささ
え
る
」の
場
面
で
コロ
ナ
禍
を機
に
急
速
に
進
み
つ

つ
あ
る
。昨
今
で
は
、身
体
的
活
動
に
デ
ジ
タル
技
術
用
い
て
ゲ
ー
ム
性
を持
た
せ
、バ
ー
チ
ャル
ス
ポ
ー
ツと
して
競
技
の
普
及
・啓
発
手
段
の
一
つ
に
も
な
りつ
つ
あ
る
。

これ
らの
動
きか
ら、

ス
ポ

ー
ツ

×
テ

ク
ノロ

ジ
ー

の
活

用
は
、ス

ポ
ー

ツ
界

に
お

け
る

新
しい

収
益

源
とな

る
可

能
性
が
あ
る
と共
に
、気

軽
に

ス
ポ

ー
ツ

を
楽

しむ
こと

が
で

き
る

機
運

醸
成
に
資
す
る
。

本
事
業
で
は
、ス

ポ
ー

ツ
×

テ
ク

ノロ
ジ

ー
活

用
に

お
け

る
先

進
事

例
形

成
を

支
援
す
る
と共
に
、デ

ー
タ

利
活

用
に

お
け

る
仕

組
み

づ
くり

等
の

検
討
を
行
う。

20
22
～
20
25
年
調
査
・モ
デ
ル
事
業
の
創
出

20
26
年
次
期
ス
ポ
ー
ツ基
本
計
画
検
討

ス
ポ
ー
ツ市
場
規
模
１
５
兆
円
に
寄
与
。

ス
ポ
ー
ツ団
体
の
経
営
基
盤
の
強
化
。

多
様
な
ス
ポ
ー
ツの
楽
しみ
方
の
提
供
。

DX
化
の
推
進
に
よる
先
進
事
例
の
創
出
。

ス
ポ
ー
ツ×
テ
クノ
ロジ
ー
に
推
進
に
係
る
課
題
の
抽
出
。

(3
) 

プ
ロ

ス
ポ

ー
ツ

の
デ

ー
タ

利
活

用
に

お
け

る
ル

ー
ル

検
討

(4
)

民
間

投
資

促
進

の
た

め
の

ス
ポ

ー
ツ

デ
ー

タ
の

可
視

化

新
しい

収
益

源
とな

る
ス

ポ
ー

ツ
×

テ
ク

ノロ
ジ

ー
の

先
進

事
例

形
成

新
しい

収
益

源
の

確
保

に
向

け
た

仕
組

み
づ

くり
・見

え
る

化

(1
) 

ス
ポ

ー
ツ

×
テ

ク
ノロ

ジ
ー

の
活

用
調

査

(2
) 

D
X化

等
推

進
（

※
プ

ロ
ス

ポ
ー

ツ
団

体
等

）

ス
ポ
ー
ツ×
テ
クノ
ロジ
ー
の
「す
る
」「
み
る
」「
ささ
え
る
」場
面
で
の
活
用
事

例
、及
び
、身
体
的
活
動
を
伴
うバ
ー
チ
ャル
ス
ポ
ー
ツの
活
用
事
例
に
係

る
国
内
外
に
お
け
る
最
新
活
用
事
例
を
収
集
。

最
新
の
デ
ジ
タル
技
術
を
用
い
た
w
ith
/ポ
ス
トコ
ロナ
に
お
け
る
試
合
会

場
で
の
新
しい
観
戦
体
験
の
楽
しみ
方
を
提
供
す
る
取
組
や
、地
域
課

題
・社
会
課
題
の
解
決
に
結
び
つ
く取
組
等
を
支
援
。

新
しい
収
益
源
とな
りう
る
ス
ポ
ー
ツデ
ー
タ（
投
球
デ
ー
タ、
試
合
や

選
手
の
映
像
等
）
の
取
扱
い
に
係
る
実
態
調
査
、及
び
ス
ポ
ー
ツ界

や
関
係
者
等
とル
ー
ル
を検
討
。

ス
ポ
ー
ツに
対
す
る
支
援
を
行
う企
業
が
減
少
す
る
中
、民
間
投
資
を
呼

び
込
む
べ
く、
民
間
企
業
の
ス
ポ
ー
ツデ
ー
タの
活
用
ニ
ー
ズ
を
調
査
す
る

とと
も
に
、ス
ポ
ー
ツ団
体
が
企
業
に
対
して
持
つ
社
会
的
価
値
モ
デ
ル
等

を
作
成
す
る
。

次
年

度
支

援
に

反
映

令
和
4年
度
予
算
(案
)

18
0,
00
0千
円

（
新
規
）
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（
前
年
度
予
算
額
：
28
1,
65
7千
円
）

令
和
４
年
度
予
算
案
：
34
0,
00
0千
円

ス
ポ
ー
ツの
成
長
産
業
化
を図
る
た
め
、ス
ポ
ー
ツの
場
に
お
け
る
テ
クノ
ロジ
ー
の
活
用
等
の
推
進
、ス
ポ
ー
ツ界
と他
業
界
の
共
創
に
よる
新
事

業
創
出
、ま
ち
づ
くり
や
地
域
活
性
化
の
核
とな
る
ス
タジ
アム
・ア
リー
ナ
の
実
現
を支
援
す
る
。

＜
目

的
＞

【事
業

概
要

】
ス
ポ
ー
ツ界
と他
業
界
の
共
創
に
より
、新
事
業
が
持
続

的
に
創
出
され
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、新
事
業
の
創

出
支
援
、国
内
の
優
良
事
例
の
表
彰
、情
報
発
信
を行

うと
とも
に
、地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツを
核
とし
た
オ
ー
プン
イ

ノベ
ー
シ
ョン
プラ
ット
フォ
ー
ム
(S
O
IP
)構
築
を支
援
す
る。 【具

体
的

な
取

組
】

モデ
ル
とな
る
対
象
施
設
の
選
定
及
び
相
談
窓
口
の

運
営

国
内
外
の
イベ
ント
等
の
コン
テ
ンツ
先
進
事
例
調
査

次
世
代
の
ス
タジ
アム
・ア
リー
ナ
の
在
り方
検
討

【事
業

概
要

】
まち
づ
くり
や
地
域
活
性
化
の
核
とな
る
ス
タジ
ア

ム
・ア
リー
ナ
の
整
備
を推
進
す
る
た
め
モデ
ル
とな
る

対
象
施
設
の
選
定
や
海
外
先
進
事
例
の
調
査
を

行
うと
とも
に
、次
世
代
の
ス
タジ
アム
・ア
リー
ナ
の
在

り方
を
検
討
す
る
。

【具
体

的
な

取
組

】
テ
クノ
ロジ
ー
の
活
用
事
例
調
査

最
新
技
術
を用
い
た
新
しい
観
戦
体
験
の
提
供
支
援

ス
ポ
ー
ツデ
ー
タ利
活
用
に
お
け
る
調
査
・検
討

民
間
投
資
の
促
進
に
向
け
た
調
査
・検
討

【事
業

概
要

】
ス
ポ
ー
ツ産
業
に
お
け
る
新
た
な
収
益
源
の
確
保
に

向
け
て
、ス
ポ
ー
ツの
「す
る
」「
み
る
」「
ささ
え
る
」場
面
に

お
け
る
テ
クノ
ロジ
ー
を活
用
した
先
進
的
な
取
組
を収

集
・支
援
す
る
とと
も
に
、ス
ポ
ー
ツデ
ー
タの
利
活
用
に

お
け
る
仕
組
み
づ
くり
等
の
検
討
を行
う。

③
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
改
革
推
進
事
業

単
機
能
型
→
多
機
能
型

行
政
主
導
→
民
間
活
力
導
入

郊
外
立
地
→
街
な
か
立
地

低
収
益
性
→
収
益
性
改
善

現
状

目
指
す
姿

「ス
マ
ー
ト・
ベ
ニュ
ー
®
」

（
株
）
日
本
政
策
投
資

銀
行

②
ス
ポ
ー
ツ
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

事
業
・

人材
等

技
術
・

ノウ
ハウ
等

Sp
or

ts 
Op

en
 In

no
va

tio
n 

Pla
tfo

rm
（

SO
IP

）

デー
タ・
権利

・
施設

等

知
識
・

検証
等

【具
体

的
な

取
組

】
新
事
業
の
創
出
の
推
進

国
内
優
良
事
例
の
顕
彰

カン
ファ
レン
ス
の
開
催

地
域
に
お
け
る
SO
IP
の
構
築
支
援

①
ス
ポ
ー
ツ
×
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
活
用
推
進
事
業

ス
ポ

ー
ツ

産
業

の
成

長
促

進
事

業

25



【2020年東京大会のレガシーを継承した持続可能な競技力向上体制の確立】 

 

 [事業内容]  

 

（10,321,673千円） 

（１）競技力向上事業                    10,010,000千円 

2024年パリ大会をはじめとした国際競技大会等における日本代表選手のメダル

獲得に向けて、各競技団体が行う日常的・継続的な強化活動及び2028年ロサンゼ

ルス大会等で活躍が期待される次世代アスリートの発掘・育成などの戦略的な強

化について、感染症対策の徹底等も含め、オリンピック競技とパラリンピック競

技の一体的な支援を実施する。 

 

 

（２）競技団体の組織基盤強化支援事業【新規】                 308,190千円 

選手強化・育成、競技普及など多くの役割を持ち、スポーツの振興に欠かせな

い競技団体が、その役割を十分に果たせるよう、組織基盤を確立・強化するため

の取組を支援することで、組織の持続的な成長・拡大に向けた競技団体の改革・

自走を促進する。 

 

（   963,541千円） 

（３）ナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点       982,934千円 

機能強化事業【拡充】                  

ハイパフォーマンススポーツセンター（HPSC）ではトレーニングが困難なオリ

ンピック・パラリンピック競技等について、既存施設をナショナルトレーニング

センター（NTC）競技別強化拠点に指定し、競技団体が強化戦略プランに基づく

強化活動を効果的に実施できるよう、NTCとしての環境を整備する。 

【地方自治体、民間団体へ委託】 

 

 

（４）先端的スポーツ医科学研究推進事業【新規】               150,308千円 

医学、情報、工学等の分野において、スポーツに関する先端的な研究及び次世

代の中核を担う若手研究者の育成を継続的に実施する機関を「先端的スポーツ医

科学研究拠点」として指定し、HPSCと連携してスポーツ医科学研究を推進する体

制を整える。 

【民間団体へ委託】 

 

 （   305,097千円） 

（５）ドーピング防止活動推進事業               305,097千円 

フェアプレーに徹するアスリートを守り、競技大会における公正性を確保する

ために、ドーピング防止に関する教育・啓発、人材育成及び研究開発等に取り組

み、世界アンチ・ドーピング規程及び新たに発効した教育に関する国際基準等に

基づいたドーピング防止活動の実施を推進する。 

【民間団体へ委託】 

26



 

（６）ポストスポーツ・フォー・トゥモロー推進事業【新規】     178,230千円 

2024年パリ大会や2026年アジア競技大会（愛知・名古屋）に向け、「スポーツ

・フォー・トゥモロー（SFT）」プログラムのレガシーを発展させ、スポーツを

通じた国際協力及び交流等を先導する「SFT NEXT（仮称）」プログラムを実施す

る。 

【民間団体へ委託】 

 

 

 

27



競
技
力
向
上
事
業

20
24

年
パ

リ大
会

を
は

じめ
とし

た
国

際
競

技
大

会
等

に
お

け
る

日
本

代
表

選
手

の
メダ

ル
獲

得
に

向
け

て
、各

競
技

団
体

が
行

う日
常

的
・継

続
的

な
強

化
活

動
及

び
20

28
年

ロサ
ン

ゼ
ル

ス
大

会
等

で
活

躍
が

期
待

され
る

次
世

代
ア

ス
リー

トの
発

掘
・育

成
な

どの
戦

略
的

な
強

化
に

つ
い

て
、感

染
症

対
策

の
徹

底
等

も
含

め
、オ

リン
ピッ

ク競
技

とパ
ラリ

ンピ
ック

競
技

の
一

体
的

な
支

援
を実

施
す

る
。

背
景
・課
題

事
業
内
容

令
和

4年
度

予
算

額
（

案
）

10
,0

10
,0

00
 千

円
（

前
年

度
予

算
額

10
,3

21
,6

73
 千

円
）

20
24

年
パ

リ大
会

を
は

じめ
とし

た
国

際
競

技
大

会
等

に
向

け
て

、各
競

技
団

体
が

日
常

的
・継

続
的

に
行

う強
化

活
動

等
に

対
して

支
援

。◆
国
内
外
強
化
合
宿

◆
チ
ー
ム
派
遣
・招
待

◆
コー
チ
等
の
設
置
等

◆
感
染
症
対
策

◆
新
しい
生
活
様
式
で
の
強
化
活
動

◆
競
技
力
強
化
を
支
え
る
ネ
ット
ワ
ー
ク
構
築

○
有

望
ア

ス
リー

ト海
外

強
化

支
援

○
次

世
代

ター
ゲ

ット
ス

ポ
ー

ツの
育

成
支

援
○

ア
ス

リー
トパ

ス
ウェ

イの
戦

略
的

支
援

○
ハ

イパ
フォ

ー
マ

ンス
ス

ポ
ー

ツセ
ンタ

ー
ネ

ット
ワ

ー
クの

構
築

○
オ

リン
ピッ

ク・
パ

ラリ
ンピ

ック
競

技
の

統
合

強
化

支
援

20
28

年
ロサ

ン
ゼ

ル
ス

大
会

等
で

活
躍

が
期

待
され

る
次

世
代

ア
ス

リー
トの

発
掘

・育
成

の
支

援
や

、ハ
イパ

フォ
ー

マ
ンス

ス
ポ

ー
ツセ

ンタ
ー

の
ネ

ット
ワー

クを
活

か
した

医
・科

学
支

援
な

ど戦
略

的
な

取
組

を実
施

。

戦
略
的
強
化

基
盤
的
強
化

国
際
競
技
大
会
等

に
お
け
る
メ
ダ
ル
獲
得

Ph
ot

o 
by

 有
限

会
社

エッ
クス

ワン
（

JP
C提

供
）

写
真

：
アフ

ロス
ポ

ー
ツ/

JO
C

Ph
ot

o 
by

 有
限

会
社

エッ
クス

ワン
（

JP
C提

供
）

◆
次
世
代
トッ
プ
ア
ス
リー
トの
育
成
・強
化

競
技
団
体

強
化
戦
略
プ
ラ
ン

Pl
an

D
o

Ch
ec
k

Ac
tio
n

写
真

：
アフ

ロス
ポ

ー
ツ/

JO
C

写
真

：
アフ

ロス
ポ

ー
ツ/

JO
C

写
真

：
アフ

ロス
ポ

ー
ツ/

JO
C
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✓
競

技
団

体
全

体
の

収
入

規
模

が
平

均
約

6,
00

0万
円

減
少

。
・大

会
中

止
に

よ
る

会
員

登
録

数
減

少
・ス

ポ
ンサ

ー
・協

賛
金

収
入

の
減

少

✓
中

長
期

的
な

経
営

戦
略

を
策

定
して

い
る

競
技

団
体

は
30

％
未

満
。

✓
普

及
・マ

ー
ケ

テ
ィン

グ
戦

略
を

策
定

して
い

る
競

技
団

体
は

20
％

未
満

。
✓

約
20

％
の

競
技

団
体

が
年

間
の

総
収

入
が

１
億

円
未

満
。最

少
は

10
0万

円
。

恒
常

的
な

課
題

競
技
団
体
の
組
織
基
盤
強
化
支
援
事
業

令
和

4年
度

予
算

額
（

案
）

30
8,

19
0 

千
円

（
新

規
）

新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
る

課
題

○
レ

ジ
リエ

ント
な

経
営

基
盤

を
確

立
す

る
た

め
の
「ビ
ジ
ョン
」の
明
確
化

コロ
ナ

禍
な

どの
急

激
な

状
況

変
化

が
あ

って
も

競
技

団
体

の
活

動
を

維
持

、発
展

を継
続

させ
て

い
くた

め
、レ

ジ
リエ

ント
な

経
営

基
盤

を確
立

す
るた

め
の

中
長

期
的

な
経

営
方

針
な

ど、
競

技
団

体
が

目
指

す
「ビ

ジ
ョン

」を
策

定
す

る
。

○
競
技
普
及

の
た

め
の

新
た

な
取

組
の

実
施

少
子

化
の

中
で

も恒
常

的
に

競
技

人
口

を確
保

し、
会

員
収

入
の

源
とな

る会
員

登
録

者
数

を
増

加
させ

る
た

め
、競

技
普

及
に

資
す

る
様

々
な

取
組

を行
う。

○
競
技
の
多
様
な
価
値
創
出

に
向

け
た

取
組

の
実

施
新

た
な

試
合

運
営

や
観

戦
体

験
・競

技
体

験
等

の
提

供
、最

新
テ

クノ
ロジ

ー
の

活
用

等
、

先
進

的
な

技
術

の
活

用
に

よ
り競

技
の

多
様

な
価

値
の

創
出

に
向

け
た

取
組

を行
う。

選
手

強
化

・育
成

、競
技

普
及

な
ど多

くの
役

割
を持

ち
、ス

ポ
ー

ツの
振

興
に

欠
か

せ
な

い
競

技
団

体
が

、そ
の

役
割

を十
分

に
果

た
せ

る
よう

、組
織

基
盤

を確
立

・強
化

す
る

た
め

の
取

組
を支

援
す

る
こと

で
、組

織
の

持
続

的
な

成
長

・拡
大

に
向

け
た

競
技

団
体

の
改

革
・自

走
を促

進
す

る
。

競
技
団
体
の
現
状

以
下

の
事

業
内

容
に

合
致

す
る

取
組

を
行

う競
技

団
体

に
対

し、
取

組
に

か
か

る
費

用
を

支
援

す
る

。
支

援
期

間
は

事
業

内
容

に
よ

り１
～

３
年

間
とし

、１
年

毎
に

事
業

の
進

捗
・成

果
の

確
認

を
行

う。
○

組
織

運
営

を
マ

ネ
ジ

メン
トす

る
中

核
的

な
人

材
の

育
成

・活
用

民
間

企
業

等
と連

携
した

人
材

育
成

、民
間

企
業

に
お

い
て

経
営

経
験

の
あ

る人
材

や
弁

護
士

を始
め

とし
た

専
門

人
材

の
活

用
な

ど、
組

織
運

営
を

マネ
ジ

メン
トす

る中
核

的
な

人
材

を
育

成
・活

用
す

る。

○
業

務
改

革
の

更
な

る
加

速
競

技
団

体
の

総
合

的
な

改
革

に
向

け
て

、各
種

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

や
シ

ス
テ

ム
の

整
備

等
、競

技
団

体
に

お
け

る
デ

ジ
タ

ル
化

を
加

速
す

るこ
とに

よ
り、

業
務

効
率

化
を推

進
す

る
。

ま
た

、職
員

の
副

業
・兼

業
の

推
進

な
ど、

多
様

な
働

き方
を

認
め

る
取

組
を促

進
す

る
こと

で
改

革
に

資
す

る
優

秀
な

人
材

の
獲

得
に

つ
な

げ
る。

○
競

技
団

体
間

の
連

携
・統

合
の

支
援

複
数

の
競

技
団

体
に

係
るバ

ック
オ

フィ
ス

の
設

立
や

、競
技

団
体

間
の

連
携

・統
合

に
向

け
た

取
組

を
支

援
す

る
。

事
業
内
容

（
出

典
：

笹
川

ス
ポ

ー
ツ財

団
（

20
21

年
3月

）
中

央
競

技
団

体
現

況
調

査
20

20
、笹

川
ス

ポ
ー

ツ財
団

（
20

19
年

3月
）

中
央

競
技

団
体

現
況

調
査

20
18

 ）

ス
ポ

ー
ツ庁

JS
C

運
営

費
交

付
金

・競
技

団
体

が
取

組
を

提
案

し、
第

三
者

委
員

会
に

お
い

て
内

容
を

審
査

した
上

で
競

技
団

体
へ

支
援

（
取

組
の

評
価

結
果

に
よ

り支
援

額
は

増
減

）
・支

援
は

JS
Cか

ら統
括

団
体

（
JO

C、
JP

C）
を

経
由

して
実

施
（

JS
C運

営
費

交
付

金
）

実
施

ス
キ

ー
ム

統
括

団
体

競
技

団
体

事
業
目
的

【対
象

団
体

イメ
ー

ジ
】

強
靭
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＜
N
TC
競
技
別
強
化
拠
点
＞

○
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
H
P
S
C
）
で
は
競
技
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
困
難
な
オ
リ
ン
ピ
ック
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ック
競
技
等
に
つ
い
て
、

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
ナ
シ
ョナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
N
TC
）
競
技
別
強
化
拠
点
に
指
定
す
る
。

○
N
TC
競
技
別
強
化
拠
点
に
お
い
て
は
、中

央
競
技
団
体
（
N
F）
が
強
化
戦
略
プ
ラ
ン
に
基
づ
く強
化
活
動
を
効
果
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
、

H
P
S
C
及
び
拠
点
近
隣
の
関
係
機
関
・施
設
と
の
連
携
・ネ
ット
ワ
ー
ク
の
構
築
等
に
よ
り
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
能
、サ
ポ
ー
ト
機
能
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

機
能
の
強
化
等
を
図
り
、
N
TC
と
し
て
の
環
境
を
整
備
す
る
。

屋
外
系

競
技

冬
季

競
技

高
地

トレ
ー

ニ
ン
グ

海
洋
・

水
辺
系

競
技

屋
内
系

競
技

N
TC
競
技
別
強
化
拠
点

ハ
イ
パ
フォ
ー
マ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
・Ｎ
Ｔ
Ｃ
中
核
拠
点
施
設
）

○
ハ
イ
パ
フォ
ー
マ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
医
・科
学
研
究
及
び
活
用
（
支
援
）
○
ア
ス
リー
トデ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
・共
有
等

N
TC
競
技
別

強
化
拠
点
施
設

競
技
団
体

自
治
体
病
院宿
泊
施
設

地
域
ス
ポ
ー
ツ
団
体

大
学

地
元
企
業

拠
点
エ
リア
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

（
地
域
リソ
ー
ス
）

連
携

【拠
点
が
担
う主
な
機
能
】

○
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
能
※
1
○
サ
ポ
ー
ト
機
能
※
2 ○
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
※
3
等

【機
能
強
化
デ
ィレ
ク
タ
ー
の
配
置
】

・上
記
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、外
部
の
専
門
性
を
有
す
る
人
材
を
活
用
（
副
業
兼

業
）

・各
拠
点
の
現
状
及
び
課
題
の
分
析
に
基
づ
く課
題
解
決
策
等
を
提
示
し、
地
域
リ

ソ
ー
ス
等
を
活
用
す
る
な
ど拠
点
に
不
足
して
い
る
機
能
を
新
た
に
付
加

・H
PS
Cと
の
連
携
強
化
を
図
る
とと
も
に
、地
方
ブ
ロ
ック
単
位
で
、H
PS
Cと
同
程

度
の
サ
ー
ビス
（
医
・科
学
サ
ポ
ー
ト、
人
材
等
）
を
受
け
られ
る
よ
うな
ネ
ット
ワ
ー
ク

を
構
築

地
域
リソ
ー
ス
を
活
用
し、

拠
点
の
機
能
強
化
を
図
る

ナ
シ
ョナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
競
技
別
強
化
拠
点
機
能
強
化
事
業 連
携

※
１
競
技
環
境
の
整
備
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
導
入
等

※
２
関
係
機
関
との
連
携
等
に
よ
る
医
師
、ト
レ
ー
ナ
ー
、管
理
栄
養
士
、分
析
ｽﾀ
ｯﾌ
等
の
配
置
等

※
３
施
設
の
優
先
・専
有
利
用
に
係
る
調
整
、Ｈ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
及
び
関
係
機
関
・施
設
と連
携
した

Ｎ
Ｔ
Ｃ
の
機
能
強
化

中
央
競
技
団
体
（
NF
）
が

策
定
す
る
強
化
戦
略
プ
ラ
ン
を

踏
ま
え
た
強
化
活
動
を
実
現

※
東
京
大
会
、
パ
リ
大
会
に
お
い
て

実
施
さ
れ
る
競
技
・
種
別
の
施
設
を

新
た
に
指
定

令
和
4
年
度
予
算
額
（
案
）

9
8
2
,9
3
4
千
円

（
前
年
度
予
算
額

9
6
3
,5
4
1
千
円
）
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0

先
端

的
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

研
究

推
進

事
業

令
和
4年
度
予
算
額
（
案
）
15
0,
30
8千
円

（
新

規
）

背
景

・課
題

事
業

内
容

IC
Tの
進
展
に
より
ス
ポ
ー
ツを
取
り巻
く医
科
学
分
野
が
飛
躍
的
に
発
展
して
お
り、
最
先
端
の

「医
学

」
、「

情
報

」、
「工

学
」等
の
分
野
に
お
い
て
、ス
ポ
ー
ツ医
科
学
研
究
の
推
進
が
必

要
とさ
れ
る
（

先
端

的
な

医
科

学
研

究
推

進
の

必
要

性
）

我
が
国
の
国
際
競
技
力
向
上
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を担
って
い
る
ハ
イパ
フォ
ー
マン
ス
ス
ポ
ー
ツセ
ンタ
ー
（
HP
SC
）
に
最
先
端
の
医
科
学
分
野
の
研
究
者
が
少
な
く、
これ
らの

分
野
に
強
み
を
も
つ
研
究
機
関
等
との
連
携
が
必
要
とさ
れ
て
い
る
（

H
PS

C連
携

拠
点

整
備

の
必

要
性
）

ス
ポ
ー
ツ医
科
学
研
究
を行
う若
手
研
究
者
を育
成
す
る
環
境
が
十
分
に
整
備
され
て
い
な
い
（

若
手

研
究

者
育

成
の

必
要

性
）

「医
学
」、
「情
報
」、
「工
学
」等
の
分
野
に
お
い
て
、ス

ポ
ー

ツ
に

関
す

る
先

端
的

な
研

究
及
び
次
世
代
の
中
核
を担
う若

手
研

究
者

の
育

成
を継
続
的
に
実
施
す
る
機
関
を

「先
端

的
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

研
究

拠
点

」と
して
指
定
し、

H
PS

Cと
連

携
して
ス
ポ
ー
ツ医
科
学
研
究
を推
進
す
る
体
制
を整
え
る
。

事
業
の
実
施
に
当
た
って
は
、以
下
の
1～
3の
取
組
を行
う。

1.
 先

端
的

な
研

究
等

の
推

進
「医
学
」
、「
情
報
」、
「工
学
」等
の
分
野
で
最
先
端
の
ス
ポ
ー

ツ医
科
学
研
究
を行
う

2.
 H

PS
Cと

の
連

携
HP
SC
と連
携
して
競
技
現
場
の
実
情
や
ニー
ズ
把
握
、研
究
成

果
の
競
技
現
場
へ
の
実
装
、H
PS
Cと
の
共
同
研
究
等
を行
う

3.
 若

手
研

究
者

の
育

成
拠
点
の
特
性
を生
か
した
若
手
研
究
者
の

育
成
を行
う

【研
究
テ
ー
マ
（
例
）
】

○
医
学
：
パ
ラト
ップ
ア
ス
リー
トの
脳
内
活
性
の
仕
組
を
解
明
し、
そ
うし
た
活

性
を
促
進
す
る
よ
うな
トレ
ー
ニン
グ
法
の
開
発
等

○
情
報
：
AI
や
ビッ
グ
デ
ー
タを
活
用
した
傷
病
予
防
や
、効
果
的
な
トレ
ー
ニ

ング
法
の
開
発
等

○
工
学
：
骨
格
認
識
技
術
や
バ
イオ
メカ
ニク
ス
を利
用
した
新
た
な
技
術
の

開
発
とそ
の
トレ
ー
ニン
グ
法
の
開
発
等

〇
各
拠
点
は
、最
先
端
の
研
究
を行
うと
とも
に
、H
PS
Cと
連
携
して
それ
ら知
見
の
競
技
現
場
で
の
活
用
（
実
装
化
）
を通
じた
アス
リー
トの
国
際
競
技
力
向
上
に
努
め
る

〇
各
拠
点
は
、事
業
終
了
後
も
HP
SC
の
連
携
拠
点
とし
て
、医
科
学
研
究
・競
技
力
向
上
サ
ポ
ー
ト・
人
材
育
成
を継
続
的
に
実
施
で
きる
体
制
の
構
築
（
自
走
化
）
に
努
め
る

〇
件
数
・単
価
：
3箇
所
×
約
50
百
万
円

〇
期
間
：
5年
間
（
期
間
を通
じて
先
端

的
な
研
究
の
実
施
、大
学
院
等
に
お
け
る

育
成
プロ
グ
ラム
の
策
定
・実
施
を行
う）

アス
リー
トの
活
躍
に
よる
、国
民
の
□
□

活
力

増
進

研
究
成
果
の
国
民
へ
の

成
果

還
元

持
続
的
な
競
技
力
向
上
を
可
能
とす
る

人
材

の
創

出

研
究
成
果
の
実
装
に
よる
、我
が
国
の
ア
ス
リー
ト

の
国

際
競

技
力

向
上

HP
SC
の

医
科

学
研

究
・支

援
機

能
の

充
実

継
続
的
に

若
手

研
究

者
が

育
成

・輩
出
され
る
□

体
制
の
構
築

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
に
関
す
る
先
端
的
な
研
究
成
果
の

創
出

HP
SC
と連
携
した
競
技
団
体
で
の
成
果
検
証
・活
用

若
手
研
究
者
の
育
成

ア
ウ

トプ
ット

（
活

動
目

標
）

イ
ン

パ
ク

ト（
国

民
・社

会
へ

の
影

響
）

ア
ウ

トカ
ム

（
成

果
目

標
）
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ド
ー
ピ
ン
グ
防
止
活
動
推
進
事
業

ロシ
アに
お
け
る
組
織
的
な
ドー
ピン
グ
の
不
正
等
を踏
まえ
て
、国
際
的
な
ドー
ピン
グ
防
止
体
制
の
抜
本
的
な
見
直
しが
行
わ
れ
、2
02
1年
1月
に
世
界
ドー
ピン
グ
防
止
機
構

（
W
AD
A）
に
よる
新
た
な
世
界
ドー
ピン
グ
防
止
規
程
や
国
際
基
準
が
発
効
した
。我
が
国
に
お
い
て
は
、「
ス
ポ
ー
ツに
お
け
る
ドー
ピン
グ
の
防
止
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き、

ドー
ピン
グ
防
止
活
動
を推
進
して
お
り、
ドー
ピン
グ
防
止
規
則
違
反
件
数
は
、国
際
的
に
み
て
少
な
い
状
況
に
あ
る
も
の
の
、毎
年
数
件
の
違
反
が
生
じて
い
る
。今
後
、新
た
に
発
効
した
教

育
に
関
す
る
国
際
基
準
を踏
まえ
、ア
ス
リー
トや
サ
ポ
ー
トス
タッ
フの
み
な
らず
、若
い
世
代
や
医
療
従
事
者
等
を含
め
、幅
広
い
教
育
・啓
発
活
動
を充
実
す
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、ド
ー
ピン

グ
検
査
の
実
効
性
の
向
上
を図
る
た
め
、専
門
人
材
の
育
成
や
巧
妙
化
・高
度
化
す
る
ドー
ピン
グ
の
検
査
手
法
の
開
発
等
が
課
題
とな
って
い
る
。

この
た
め
、W
AD
Aの
アジ
ア地
域
を代
表
す
る
常
任
理
事
国
とし
て
、ま
た
、ユ
ネ
ス
コの
「ス
ポ
ー
ツに
お
け
る
ドー
ピン
グ
の
防
止
に
関
す
る
国
際
規
約
」の
締
約
国
とし
て
、同
国
際
規
約
に

国
の
役
割
とし
て
示
され
て
い
る
ドー
ピン
グ
防
止
に
関
す
る
教
育
、研
修
及
び
研
究
等
を実
施
し、
ドー
ピン
グ
防
止
体
制
の
強
化
を図
る
。

［
事
業
開
始
：
平
成
18
年

国
（
ス
ポ
ー
ツ庁
）
→
民
間
団
体
へ
の
委
託

約
３
億
円
×
１
箇
所
］

ドー
ピ
ン
グ
防
止
教
育
事
業

ドー
ピ
ン
グ
防
止
研
修
事
業

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
効
果
的
な
研
究
開
発
の
実
施
、成
果
の
発
信
・共
有
等

コー
デ
ィネ
ー
ター
の
配
置
、事
業
推
進
・評
価
委
員
会
に
お
け
る
国
内
外
の
ドー
ピン
グ
検
査
技
術

に
お
け
る
課
題
の
収
集
・分
析
、課
題
の
抽
出
・設
定
、課
題
の
解
決
に
向
け
た
研
究
開
発
の
方

向
性
の
決
定
、成
果
の
評
価
、次
の
段
階
の
方
向
性
の
整
理
等

国
内
外
の
ドー
ピン
グ
防
止
機
関
、分
析
機
関
等
との
研
究
の
成
果
の
発
信
・共
有

進
化
す
る
ドー
ピ
ン
グ
に
対
応
で
き
る
検
出
手
法
の
開
発
等

エリ
ス
ロポ
エ
チ
ンや
成
長
ホ
ル
モ
ン
な
ど、
ドー
ピン
グ
禁
止
物
質
の
検
出
に
お
け
る
課
題

（
分
析
法
、コ
ス
ト、
検
出
感
度
、分
析
時
間
等
）
の
解
決
や
ア
ス
リー
トの
治
療
負
担

軽
減
に
向
け
た
研
究
開
発

巧
妙
化
・高
度
化
す
る
ドー
ピ
ン
グ
の
検
出
や
ア
ス
リー
トの
負
担
軽
減
の
実
現
を
図
る
研
究
開
発

ドー
ピ
ン
グ
検
査
員
（
D
CO
）
の
資
質
向
上

ドー
ピン
グ
検
査
に
関
す
る
研
修
、ド
ー
ピン
グ
検
査
に
関
す
る
Eラ
ー
ニン
グ
、

DC
O
に
対
す
る
評
価
・改
善
ス
キ
ー
ム
の
運
用
等
を
通
じた
DC
O
の
資
質
向
上

国
際
競
技
大
会
へ
の
派
遣
、国
際
検
査
機
関
（
IT
A）
の
トレ
ー
ニン
グ
プ
ログ
ラ

ム
等
を
通
じた
国
際
的
な
DC
O
の
育
成
等

ユ
ー
ス
世
代
へ
の
教
育
強
化
、ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェク
トの
実
施

学
校
教
育
課
程
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツの
価
値
教
育
を
促
進
す
る
た
め
、教
材
・指
導
マニ
ュ

アル
開
発
、モ
デ
ル
校
の
設
定
や
認
定
制
度
の
展
開
等

日
本
か
らド
ー
ピ
ン
グ
ゼ
ロ
を
発
信
、国
民
全
体
が
公
平
で
公
正
な
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
共
有
で
き
る
社
会
へ

15
1,
89
9千
円
(1
11
,3
80
千
円
)

12
0,
42
8千
円
(1
60
,9
47
千
円
)

31
,7
08
千
円
(3
1,
70
8千
円
)

ア
ス
リー
ト・
サ
ポ
ー
トス
タ
ッフ
等
へ
の
教
育
・啓
発

アス
リー
ト・
サ
ポ
ー
トス
タッ
フ（
コー
チ
、ト
レ
ー
ナ
ー
等
）
を
対
象
とし
た
研
修
の
実
施
、

Eラ
ー
ニン
グ
の
充
実
、啓
発
活
動
の
実
施
、教
育
年
間
計
画
の
策
定
支
援
等

医
療
従
事
者
に
対
す
る
情
報
提
供
等

医
師
、歯
科
医
師
、薬
剤
師
等
を対
象
とし
た
情
報
提
供
（
治
療
使
用
特
例
の
ガ
イ

ドブ
ック
の
配
布
、使
用
可
能
薬
判
定
シ
ス
テ
ム
の
運
用
）
等

国
際
基
準
等
に
基
づ
い
た
検
査
体
制
の
構
築
等

W
AD
Aや
IO
C等
が
導
入
を
進
め
て
い
る
ドー
ピン
グ
検
査
の
ペ
ー
パ
レス
化
な
どに
対
応
す
る

た
め
の
DC
O
の
トレ
ー
ニ
ング
等
の
実
施

新
た
な
検
査
手
法
や
W
AD
Aの
ガ
イド
ライ
ン
等
へ
の
対
応

大
規
模
国
際
競
技
大
会
等
に
対
応
で
き
る
ドー
ピ
ン
グ
検
査
体
制
の
整
備
、国
際
基
準
等
に
基
づ
い
た
ドー
ピ
ン
グ
検
査
体
制
の
構
築

ドー
ピ
ン
グ
検
査
技
術
研
究
開
発
事
業

教
育
に
関
す
る
国
際
基
準
へ
の
対
応

アン
チ
・ド
ー
ピン
グ
教
育
を
担
うE
du
ca
to
r向
け
の
マニ
ュア
ル
・教
材
制
作
、

学
生
ア
ス
リー
ト（
大
学
生
・高
校
生
・中
学
生
）
へ
の
教
育
の
実
施
等

ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
とし
た
国
際
的
な
ドー
ピ
ン
グ
防
止
体
制
の
強
化
支
援

W
AD
Aの
アジ
ア
地
域
を
代
表
す
る
常
任
理
事
国
とし
て
、ア
ジ
アに
お
け
る
ドー
ピン
グ
防
止
教

育
・研
修
パ
ッケ
ー
ジ
の
導
入
・普
及
へ
の
貢
献
、人
材
育
成
支
援
、国
際
会
議
・シ
ン
ポ
ジ
ウム

の
開
催
等

令
和
4年
度
予
算
額
（
案
）

30
5,
09
7千
円

（
前
年
度
予
算
額

30
5,
09
7千
円
）
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継
承
す
べ
き
SF
Tレ
ガ
シ
ー

ポ
ス
ト
ス
ポ
ー
ツ
・フ
ォー
・ト
ゥモ
ロ
ー
推
進
事
業

事
業
趣
旨
・目
的

20
24
パ
リ大

会
や
20
26
年
ア
ジ
ア
競
技
大
会
（
愛
知
・名
古
屋
）
に

向
け
、
ス
ポ
ーツ
を
通
じ
た
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
発
揮
、国

内
外
の

SD
Gs
目
標
達
成
へ
の
貢
献
の
た
め
、オ
リパ
ラレ
ガ
シ
ーと
して
の
ポ
ス
ト

SF
T事
業
を
推
進
。一
貫
した
メッ
セ
ー
ジ
を発
信
し、
各
団
体
の
活
動
を

支
え
る
た
め
の
SF
Tネ
ット
ワ
ー
ク活
動
を
推
進
し、
ス
ポ
ー
ツ
国
際
協
力

に
必
要
な
官
民
協
力
体
制
を
構
築
す
る
とと
も
に
、日
本
の
学
校
体
育
の

知
見
共
有
や
NF
/J
O
C・
JP
C連
携
（
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
・バ
ー
チ
ャル

ス
ポ
ー
ツ等
）
、ス
ポ
ー
ツを
通
じた
ジ
ェン
ダー
平
等
や
共
生
社
会
の
実

現
に
か
か
る
取
組
、パ
ラス
ポ
ー
ツ
支
援
な
ど日
本
の
強
み
を
生
か
し
た

SF
Tレ
ガ
シ
ー
リー
デ
ィン
グ
事
業
を
実
施
す
る
。

件
数
：
１
箇
所
×
約
1.
8億
円
（
予
定
）

事
業
期
間
：
令
和
４
年
度
～
令
和
８
年
度
（
予
定
）

世
界
中
の
国
々
を対
象
に
、新
た
に
あ
らゆ
る
人
々
70
0万
人
へ

の
裨
益
を目
標
に
、ス
ポ
ー
ツを
通
じた
国
際
交
流
・協
力
を推

進
す
る
。

SF
Tの
取
組
み
を
国
内
還
元
し、
ス
ポ
ー
ツを
通
じた
社
会
課
題

解
決
等
の
ス
ポ
ー
ツS
DG
sの
取
組
に
貢
献
す
る
。（
オ
リパ
ラレ

ガ
シ
ー
とし
て
の
SF
Tの
国
内
還
元
）

活
動
目
標

事
業
概
要

令
和
4年
度
予
算
額
（
案
）

17
8,
23
0千
円

（
新

規
）

20
20
年
東
京
大
会
の
開
催
国
とし
て
、ス
ポ
ーツ
を
通
じた
国
際
協
力
及
び
交
流
等
に
官
民
協
力
で
取
り組
ん
で
き
た
「ス
ポ
ーツ
・フ
ォー
・ト
ゥモ
ロー
（
SF
T）
」プ
ログ
ラム
に
よ
る
レガ
シ
ー（
裨

益
者
数
：
20
4か
国
・地
域
、約
1,
20
0万
人
）
を
発
展
させ
、国
際
的
に
日
本
の
ス
ポ
ーツ
の
存
在
感
を
示
す
とと
も
に
、国
際
的
な
課
題
で
あ
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
SD
Gs
）
の
達
成

に
貢
献
す
る
た
め
、官
民
協
力
に
よ
る
取
組
を
先
導
し、
成
果
を
国
内
還
元
す
る
「ス
ポ
ーツ
・フ
ォー
・ト
ゥモ
ロー
・ネ
ク
ス
ト（
仮
称
）
」プ
ログ
ラム
を
実
施
す
る
。

国
内
動
向
・国
際
的
潮
流
とS
FT
レガ
シ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
増
進
・
体
力
向
上

ク
リ
ー
ン
で
フ
ェ
ア
な
世
界
の
実
現

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
社
会

再
生
・
地
域
活
性
化

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
人
材
育
成
・
人
的
交
流

共
生
社
会
の
実
現
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
青
少
年
の
参
加

♪

国
（
ス
ポ
ー
ツ庁
）

委
託

民
間
団
体

So
cie
ty
5.
0
と

デ
ジ
タ
ル
トラ
ン
ス
フォ
ーメ
ーシ
ョン

ユ
ニ
バ
ーサ
ル
・ヘ
ル
ス
・カ
バ
レッ
ジ

革
新
的
イノ
ベ
ーシ
ョン

カー
ボ
ン
ニ
ュー
トラ
ル

地
方
創
生

包
摂
的
社
会

国
内
動
向

SD
G
sア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

20
21

SD
Gs
達
成
に
向
け
た

取
り組
み
の
遅
れ
へ
の
懸
念

行
動
の
10
年

経
済
と環
境
の
好
循
環
の
あ
る

ウィ
ズ
・コ
ロナ
、ポ
ス
ト・
コロ
ナ
の

時
代
実
現
の
た
め
の
社
会
全
体

の
行
動
変
容

国
際
的
潮
流

M
IN
EP
S
VI
カ
ザ
ン
行
動
計
画

ス
ポ
ー
ツに
お
け
る
国
際
的
重
要

課
題
の
議
論
と実
行
指
向
型
の
提
言

ス
ポ
ー
ツ
・フ
ォー
・オ
ー
ル

持
続
可
能
な
開
発
と平
和
の
た
め
の

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
・イ
ン
テ
グ
リテ
ィの
保
護

運
営
委
員
会

ス
ポ
ーツ
庁

外
務
省

JIC
A

JS
C

大
学

国
際
関

連
団
体

JP
C

国
際
大
会

組
織
委

JS
PO

JA
DA

JO
C

N
GO
/

N
PO

コン
ソー
シ
ア
ム

民
間

企
業

国
内
ス
ポ
ーツ

関
連
団
体

地
方
公

共
団
体

○
ス
ポ
ー
ツ
×
人
材
育
成
・
人
的
交
流

○
ス
ポ
ー
ツ
×
地
域
社
会
再
生
（
環
境
・
防
災
・
復
興
）
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